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平成２６年度  第２回  まんのう町議会定例会  

まんのう町告示第３５号 

平成２６年第２回まんのう町議会定例会を次のとおり招集する。 

平成２６年６月１０日 

まんのう町長 栗田 隆義 

１．招集日 平成２６年６月２０日 

２．場 所 まんのう町役場議場 

平成２６年度第２回まんのう町議会定例会会議録（第３号） 

平成２６年６月２４日（火曜日）午前 ９時３０分 開会

出 席 議 員  １６名

    １番 竹 林 昌 秀        ２番 川 西 米希子 

    ３番 田 岡 秀 俊        ４番 合 田 正 夫 

    ５番 三 好 郁 雄        ６番 白 川 正 樹 

    ７番 本屋敷   崇        ８番 白 川 年 男 

    ９番 白 川 皆 男       １０番 大 西   樹 

   １１番 藤 田 昌 大       １２番 松 下 一 美 

   １３番 三 好 勝 利       １４番 大 西   豊 

   １５番 川 原 茂 行       １６番 関   洋 三 

欠 席 議 員 な し

会議録署名議員の指名議員 

    ７番 本屋敷   崇        ８番 白 川 年 男 

職務のため出席した者の職氏名 

   議 会 事務局長  青 野   進   議会事務局課長補佐  常 包 英 希 

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者の職氏名 

   町 長  栗 田 隆 義   副 町 長  栗 田 昭 彦 

   教 育 長  斉 藤 賢 一   総 務 課 長  齋 部 正 典 
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   企 画 政策課長  髙 嶋 一 博   税 務 課 長  田 岡 一 道 

   住 民 生活課長  森 末 史 博   福 祉保険課長  川 田 正 広 

   会 計 管 理 者  仁 木 正 樹   健 康増進課長  奈 良 泰 子 

建設土地改良課長  池 田 勝 正   産 業 経済課長  久留嶋 一 之 

   琴 南 支 所 長  雨 霧   弘   仲 南 支 所 長  和 泉 博 美 

   学 校 教育課長  尾 﨑 裕 昭   社 会教育課長  脇   隆 博 

   水 道 課 長  天 米 賢 吾   地籍調査課課長補佐  岸 本 広 宣 

○関洋三議長  おはようございます。 

 藤田議員よりおくれるとの連絡がありましたので、御報告いたします。 

 執行部は地籍調査課長、高橋守君欠席のため、課長補佐、岸本広宣君が出席しておりま

すので、御報告します。 

 ただいまの出席議員は１５名であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日の

会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 最初に、本屋敷崇ＰＦＩ事件対策特別委員長より報告をお願いします。 

○本屋敷崇ＰＦＩ事件対策特別委員長  自席にて失礼します。 

 ただいま議長より発言の許可をいただきましたので、ＰＦＩ事件対策特別委員会より御

報告させていただきます。 

 現在、委員会では満濃中学校、図書館、体育館複合施設について書類の調査を行ってお

りますが、その調査が６月末をもって終わります。それに伴いまして、この日曜日、２９

日に特別委員会並びに住民報告会を行いますので、御報告させていただきます。 

 特別委員会は１０時より４階会議室において行います。住民報告会は午後１時半より３

階の大会議室にて行います。 

 報告は高知工科大学の中田教授より行っていただきますので、どうか皆さん、御出席い

ただきますようよろしくお願い申し上げます。以上です。 

○関洋三議長  以上で、ＰＦＩ事件対策特別委員長よりの報告を終わります。 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○関洋三議長  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は会議規則第１２６条の規定により、議長において７番、本屋敷崇君、

８番、白川年男君を指名いたします。 

日程第２ 一般質問 

○関洋三議長  日程第２、一般質問を行います。 
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 昨日に続いて行います。本日は６名の議員です。三好郁雄議員、そして三好勝利議員、

そして松下一美議員、そして白川年男議員、本屋敷崇議員、白川正樹議員の順番で行いま

す。 

 質問の通告がありますので、順次発言を許可いたします。 

 ５番、三好郁雄君、１番目の質問を許可いたします。 

○三好郁雄議員  おはようございます。議席５番、三好郁雄です。議長、質問の承認を

いただきありがとうございます。 

 早速、移る前に、デマンドというのと、お年寄りの方がおるんで、あいあいタクシーと

いう名前のちょっと行き違いがあろうかと思うんで、最初は当初、平成２１年に始まった

ときはデマンドタクシーという愛称でいったんですが、途中で応募を募ってあいあいとい

う名前に変更したんで、私は今回、質問の内容はあいあいと言わず、デマンドタクシーと

いう名前でいきますんで、そこのところひとつよろしくお願いいたします。 

 デマンドタクシーの運行の見直しということで、町民の足であるデマンドタクシーの利

用客も、平成２１年１１月に試験的な運行に始まったわけでございますが、利用する、今、

登録者数いうか、いつでも乗れるわけでないんで、一旦登録をせないかんので、今現在、

大体、これはまんのう町内全体ですが１，２００弱おられるわけです。 

 当初、平成２１年のときは８００ぐらいだったんが、今は４００ちょっとふえとるわけ

で、依然として町民の皆さんはこのデマンドタクシーに大変関心を持っているわけでござ

いまして、そんなわけで本格的な開始を始めたのは平成２４年４月より開始したんですが、

現在はまんのう町商工会が、私、後でまた再質問するわけですが、最初、平成２１年当初

は企画課が始まったわけですが、途中で商工会へ移管しとるんですが、現在はまんのう町

商工会がオペレーターを置いて電話応対をしているわけですが、デマンドのこの運行の時

間は、朝８時便が一番最初スタートで、それから１日７往復、町内に限り運行しとるわけ

ですが、それで今回、見直してほしいというのは、地域外にまんのう町にない病院という

のがあるわけでして、その病院に行くことが、お年寄りでどうしても歩いて歩行が困難だ

という病院があるんで、その病院というのは、原則としてこのデマンドタクシーというの

は町外は乗り入れは今現在は禁止ということで、町内だけに限りということになっとるん

で、その病院というのは、例えば眼科だけのことを言うんであれですけど、眼科へ行きた

いと、そういう場合に、まんのう町内にはほかの外科とか泌尿器科とかいうんはあるんや

けど、眼科いうのはちょっと琴平だけしかないもんで、名前を出したらいかがなもんかと

思うんですが、五条眼科という眼科が琴平町とまんのう町の境にあるわけです。どうして

も近くの病院へ行きたいいうんで、五条眼科へ行けんかという指摘を、私も冒頭、ちょっ

と申し上げてないんですが、今現在はまんのうタクシーに在籍をしとるもんで、当然、デ

マンドタクシーも私も乗っとるわけでございまして、どうしても五条眼科へ行きたいとい

うんで、行けんかというんで、五条眼科はちょっと無理やというんで、隣にある西村ジョ

イでおりていただくわけですが、晴天の場合は余り気にもならんのですが、雨風とかいう
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ときに、つえついて、傘差してというのは、そうでのうても歩行困難な年寄りが多いので、

大変心苦しいところがあるわけです。そして何とか五条眼科について、今回限り、一時停

止でもええから認めていただけないかということで、私、第１件目の質問をいたしました。 

○関洋三議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  三好郁雄議員の質問にお答えいたします。 

 三好郁雄議員の御質問は、デマンドタクシー運行エリアの見直しについてでございます。 

 議員御承知のように、本町のデマンドタクシーは電話予約により自宅から町内の病院、

公共施設等の目的地まで御利用いただけるサービスで、あいあいタクシーの愛称で親しま

れております。 

 平成２１年１１月から実証運行を始め、運行時刻やエリア間の乗り込み場所等の改善を

図り、平成２４年度からは月曜日から金曜日まで、満濃地区・仲南地区は１日７便、琴南

地区は１日４便の本格運行を実施いたしております。 

 平成２６年６月１日現在のデマンドタクシー登録者数は、男性３４１人、女性８５５人

の計１，１９６人となっております。 

 また、年度別の延べ利用人数は、平成２１年度は３，０１０人、平成２２年度は１万１，

４１４人、平成２３年度は１万３７１人、平成２４年度は１万７９人、平成２５年度は１

万９８１人となっており、毎年１万人を超える方々に利用いただいております。 

 今回、三好郁雄議員の御提案の、町境で隣町に位置する医院への乗り入れについてであ

りますが、デマンドタクシーは地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づき設置

されたまんのう町地域公共交通協議会により定めるまんのう町地域公共交通総合連携計画

により運行をされておりますが、この計画の中で、デマンドタクシーの運行エリアはまん

のう町と限定していることから、現在の計画では町外へ乗入れることはできません。 

 しかし、デマンドタクシー利用者から、琴平町など町外の医療機関やＪＲ駅などへの運

行エリアの拡大要望があり、今後の課題であると捉えておりますが、琴参バスの路線やタ

クシー会社等との競合の関係や、本来、路線バスとの役割分担と連携のため共通パス事業

もあり、運行範囲の拡大については他の交通機関との連携・調整が不可欠であり、デマン

ドタクシー導入経緯から、なお問題が多いと考えております。 

 ただ、議員御指摘の医療機関につきましては本町に隣接しており、心情的にも現実的に

も利用者の利便を考えれば、乗り入れを前向きに検討していきたいと考えております。 

 そのために、他の交通機関、タクシー業者との協議・調整を図るとともに、調整が整え

ば、まんのう町地域公共交通協議会を開き、国、県、バス会社、タクシー会社、町連合自

治会、商工会等々の委員と協議を行い、計画の変更を検討したいと考えています。よろし

くお願いいたします。 

○関洋三議長  再質問、三好郁雄君。 

○三好郁雄議員  大変建設的な意見でありがとうございました。 

 今の町長の意見をお聞きしまして、前向きの検討で進めていくということでございます
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が、この運行管理をしている企画課長にお尋ねいたしますが、運行管理しているのはまん

のう町商工会であるのですが、当初は企画課が行っておったわけですが、商工会に変わっ

た理由というか、移管した理由をちょっとお聞きしたいのと、仲南と満濃号と琴南号、３

台で、今、運行しとるわけですが、これはＧＰＳをつけて商工会が管理しとるわけです。

このＧＰＳも、私は商工会はどこへ車が走っりょるかという把握はわかるんですが、とま

ったところの理由をすぐ電話がかかってきて、どこで何しよんなとか、そういうふうな言

葉は私は要らんと思う。それは商工会からかかってくるんですが、それは例えば運転しよ

って途中でトイレへ行く場合もあろうかと思うんですが、そういうふうなのにＧＰＳを利

用されるというのはいかがなもんかと私は一つ質問があるんですが、企画課として、どち

らが最終的な、企画課が持つんか、事故とか事件とかいろいろなことがあれば、商工会が

最終責任を持つんか、そこのところを明確にしていただきたい。 

 それと企画課長にもお尋ねしますが、大変道の狭い山の中でもあるんで、道路事情が大

変悪いんです。その場合に、私も現役で行っとる場合に、ちょっとこういうところが悪い

いうんで、商工会が立ち合って見よるんですが、そこの最終責任の詰めというのをきちっ

としとってもらわなんだら、これは大変困ることがあると思うんです。それだけです。以

上です。 

○関洋三議長  答弁を企画政策課長、高嶋一博君。 

○高嶋企画政策課長  三好郁雄議員さんの再質問に対して御回答させていただきます。 

 当初のデマンドタクシーの運行につきましては、企画課から商工会へ委託ということで

ございますが、実質の運行になりますと、やはりオペレーター等の配置とかいうこともあ

りまして、商工会のほうに運行の委託をしたという経緯であろうと考えております。 

 また、先ほども言いましたように、今現在、３台で運行されております。ＧＰＳ等で商

工会のほうが位置を把握した上で運行しておることは御承知のとおりでございますが、そ

の中で、実質運行と別の部分についての対応等については、商工会等とお話をさせていた

だいて、運転される方等の状況も御理解をいただくように対応していきたいなというふう

に考えております。 

 それと、デマンドタクシーの運行につきましては、商工会にまんのう町から業務委託を

させていただいている関係上、最終的な責任につきましてはまんのう町が負うというふう

に考えております。 

 また、最終的にルート等、全てについて確認等につきましては、最終責任はまんのう町

が負って実施をしていきたいなというふうに考えておりますので、その点も御理解をいた

だいたらと思います。 

○関洋三議長  再質問、三好郁雄君。 

○三好郁雄議員  今の建設的な意見で企画課長にも大変わかりやすい点があったんで

すが、もう１点ちょっとわからんところがあるんで、道の狭いところとか通りにくいとこ

ろを企画課が一度確認を願いたいところがたくさんあるんです。それもやっぱりきちっと
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しとかなんだら、ただ商工会へ任すというんではいかがなもんかなと思うんで、そこのと

ころをちょっとお聞きしたい。 

○関洋三議長  答弁、企画課長。 

○高嶋企画政策課長  三好郁雄議員さんの再々質問に対して御返答させていただきま

す。 

 御承知のように、今、運行上、ＧＰＳの対応をさせていただいておりますが、現実問題

としては、いわゆる住宅地図等の地図情報を利用して行っております。したがって、実際

問題として通りにくい、デマンドタクシーの大きさ等を考えれば運行ができないというよ

うなルートも当然発生しておるように思いますが、そういう部分については、いろいろな

運転手の方々の情報を集積して対応を行っているとは考えますが、実際問題として通れな

いとかいう部分のルートについては、タクシー業者さんともお話をさせていただいた上で、

確認が必要な部分については確認をし、実際ルートとしてバックをしたり引き返したりと

かいうような状態があるのであれば改善をしていきたいなと。実際問題として通れないル

ートを通ることで、時間のロスとかいうことが発生することもあろうと思います。そうい

う部分については早急に対応したいというふうに思っておりますので、よろしくお願いい

たします。 

○関洋三議長  再質問、三好郁雄議員。 

○三好郁雄議員  今の意見ですが、私、補則をするのをちょっと忘れたんやけど、場所

的なといったんですが、実際、現在の場所を、満濃号で行っきょるところは大変沈下橋と

いって、お不動さん、４３８の松崎さんとこいうんがあるんです。その沈下橋を渡るか、

御用橋、琴南の役場のほうを回って橋越えていかないかん状態です。その場合、沈下橋は

もういっぱいいっぱいなんです。今のさくら団地いうところから下がっていっても、もう

車はいっぱいです。そういう状況をやっぱり町も知っとかないかんと思う。だからもう大

変あの場所だけは、私、タクシーに乗り出して約２０年ぐらいになるんやけど、ああいう

場所はあんまりないんです。そこのところを一応やっぱり町もきちっと見とってもらわな

んだら、運転手の判断というのは、これはあくまで個人的な判断やけん、多少いろいろな

運転手によって相違があろうかと思うんで、町としてもここのところを一番にまず私は声

を大きいにして言いたいわけでございます。以上です。 

○関洋三議長  答弁、企画課長。 

○高嶋企画政策課長  三好郁雄議員さんの質問にお答えをさせていただきます。 

 お話で出てきたところは、長炭地区の草井坂の沈下橋だろうというふうに考えます。あ

の沈下橋自体は、通常普通車がいっぱいというような多分想定でかけられている橋であろ

うというふうに思います。私も何度か通ったことはございますが、普通車で通るのがやっ

とというようなところでございまして、タクシーを運転されている方については、運転技

術が卓越しておるので可能なのだろうというふうには想定されますが、実際問題として、

事故の可能性があるような部分での乗り入れについては、やはり町としてはなるだけ避け
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たいなと。事故が予想されるようなところへの乗り入れについては、そういうふうな対応

をとりたいなと。私どもも全てについて把握しておるわけではございませんが、そういう

点につきまして、今、勉強不足という部分もございますので、その点については善処して

いきたいなというふうに考えておりますので御理解ください。 

○関洋三議長  以上で、三好郁雄君の１番目の質問を終わります。 

 続いて、三好郁雄君の２番目の質問を許可いたします。 

 三好郁雄君。 

○三好郁雄議員  ２番目の質問でございますが、人口減少対策ということで、我が町ま

んのう町は老齢化が大変進んでいて、各家庭でも家は立派なんですが、老夫婦もう２人だ

けしかおらんのやがというところが大変目立っております。 

 若者が結婚したら、昔、私ら子供のときは長男は家を継ぐんだと、父親からよく聞かさ

れた言葉でございますが、最近の若いもんは、もう結婚したらすぐ家を出るという、こう

いう傾向が大いに見られるわけで、私も実際に同感でございまして、頭の痛いところがご

ざいます。 

 そこで、新婚というか、嫁さんもらいたての新婚家庭につき、１年間ぐらいの支援とい

うか手当を実施したらどうかと。そうしよるうちに、１年ぐらいしよったら子供ができた

ら町外へ出ていくのがちょっと歯どめになるかなということで、私はちょっと支援するい

う格好を、具体的な金額はまだ私も考えておりませんが、例えば家賃の半分とか、１万５，

０００円程度ぐらいの手当はどうだろうかという質問でございますが、この点につきまし

て町長の意見をちょっとお聞きいたしたい。 

○関洋三議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  三好郁雄議員の御質問は人口減少対策についてであります。 

 まんのう町に限らず全ての自治体にとって、将来の人口減少は大きな課題でございます。

さきに日本創生会議が２０４０年の若年女性数の試算を発表し、香川県下でも半数を超え

る９市町が、将来的に消滅の可能性ありとされました。まんのう町は、９市町に入ってい

ないものの４８．４％で、県下で１７市町中１０番目となっております。 

 また、統計的に見ますと、まんのう町は、香川県が示す平成２４年度の香川県人口移動

報告によりますと、人口増加率ではマイナス３．５％で１７市町中５番目、自然増加率で

はマイナス６．５％で１７市町中９番目、社会増加率では３．０％で１７市町中１番とな

っております。 

 また、参考までに、平成２４年度の厚生労働省人口動態調査の出生率は７．５人で、１

７市町中５番目となっております。 

 したがって、まんのう町の人口動態は一部では増加傾向もあるものの、全体的な減少傾

向は顕著であるといわなければなりません。 

 また、さきに行われた県市町長会議では、人口減少対策などをテーマに意見交換会があ

り、個別の自治体での対応には限界があり、県を挙げての人口減少対策を強く要望したと
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ころでございます。 

 人口減少対策は全国的な潮流といえますが、本町においても少子高齢化が進展すること

が予測され、これに伴う人口減少、税収の減少は住民サービスの後退に直結するものでご

ざいます。特に働く世代の定住化が必要となることは議員御指摘のとおりでございます。 

 本町でも、そのために、誰もが住みたい、住み続けたいまちづくりをスローガンにまち

づくりに取り組んでいるといっても過言ではありません。それは子育て支援であったり、

学校教育の充実であったり、まんのう町がお子様を生み育てるのに最適な環境を提供する

施策であり、産業振興、雇用創生、協働のまちづくりも住民の定住化に結びつく施策でご

ざいます。長期的な視点に立った施策であり、すぐに効果が見込めるもではありませんが、

結果的に人口減少の抑止効果は大きなものだと考えております。 

 また、新規転入者の新たな呼び込みを図るため、移住者対策としての独自の住宅減税、

空き家対策と絡めた土地建物あっせんなどの新たな施策ついても検討したいと考えており

ます。 

 御提案の新婚家庭への期間を定めての手当支給ですが、効果を上げるための金額設定、

一過性ではなく将来にわたって効果が望めるものか、どの程度の財政負担になるものか、

新たな手当の創設が対象者以外の住民に受け入れられるかなど、総合的に検討をさせてい

ただきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○三好郁雄議員  今のでもう結構です。 

○関洋三議長  それでは、三好郁雄議員の２番目の質問を終わりまして、続いて三好郁

雄議員の３番目の質問を許可いたします。 

                （大西樹議員・三好勝利議員退席 午前１０時０１分） 

○三好郁雄議員  ３点目は、福祉タクシーチケットの配布の見直しということで、私、

御提案申したいんですが、これはいわゆるデマンドタクシーにちょっと比例する部分が多

分多くあるんですが、デマンドタクシーの場合は運行時間を設定して限られた時間に運行

している。この私のいまから申し上げる福祉タクシーチケットいうのは、ちょっと皆さん

もわかりにくい点もあるかもわからんのですが、利用する方はよくわかっとるんですが、

デマンドに定員がいっぱいで乗れなくてタクシーを利用するというのには便利なわけでご

ざいまして、現在は１，２００弱の登録者数がデマンドを利用しようとしておるわけござ

いまして、その中で１日、大体デマンドタクシーの場合は、私もせいぜい運転してようわ

かるんですが、一応限界が１日７往復の中で大体３０名ぐらいで、走行キロにしたら大体

２００キロぐらい走るんです。だからデマンドがいかに人数がふえた場合に乗れなくなっ

てくるかいうのがこれからの課題だろうと思うんです。 

                      （三好勝利議員着席 午前１０時０３分） 

 そういう点で、福祉タクシーチケットの配布の見直しという形で私は取り上げましたが、

この福祉タクシーチケットの場合は、病院へ行っておってもすいた時間に帰れるという利

点があるのと、デマンドタクシーの場合は、例えばマルナカへ買い物に行ってでも、２つ
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も３つもの大きい袋を持っては乗りおりできんわけなんです。そういう規則がデマンドの

場合にはうたっておるんで、そういう場合には、皆さん、タクシーのほうがええというん

で、このチケットの配布を何とか町としても見直す時期が来とるんじゃないかというんで、

今現在、７５歳以上が月２枚の配布になっとるわけで、障害者に限り、７５歳以上は倍の

４枚という形でございます。それを一度、デマンドに乗れんでタクシーで行かないかんが

という、現実、デマンドで乗れないいう方がたくさんおるんです。例えば江畑があって種

子があると、満濃号の場合です。私は満濃号だけのことしか今は申し上げられんのですが、

江畑があって種子があってということになったら、それで約１時間とられてしまうわけで、

そして高篠、公文が出たら、もうデマンドは下がっていけんわけで、そういう場合には、

どうしてもタクシーチケットを利用せざるを得ん状態になると思うんです。これからどん

どんとデマンドの利用者がふえると、タクシーチケットの利用のほうがしやすいというお

年寄りがだんだんふえてくると思うんです。   （大西樹議員着席 午前１０時０５分）

 そういう観点から見まして、今の月２枚では１日タクシーを使ったら、朝、乗って、昼

から帰ってきたら、その１カ月はチケットはもう使えんというような状態で、それはタク

シーで帰るんやから自由やがという意見もあるかもわからんけど、実際考えてみたら、デ

マンドに乗りたいけど乗れないという方が多いので、そこのところを十分に考えてあげて、

なるだけ私の考えとしては、今の障害者の４枚というのもやめて、一律という格好で６枚

ほど出せばどうかなと、私はそういうふうな考えでおるんですが、ひとつ建設的な意見を

お願いします。 

○関洋三議長  答弁、町長。 

○栗田町長  三好郁雄議員さんの御質問にお答えいたします。 

 三好郁雄議員の質問は、福祉タクシーチケットの配布枚数の見直しについてでございま

す。 

 福祉タクシー助成券は町内に住む７５歳以上の方、またはまんのう町福祉タクシー助成

事業実施要綱で定める心身に重度の障害がある方に対しまして、医療機関への通院に要す

るタクシー料金の一部を助成することにより、交通弱者に対する日常生活の便宜を図り、

社会福祉の増進に資するよう交付しているものでございます。 

 要綱の施行当初の助成内容は、毎月５００円の福祉タクシー助成券を単に２枚交付する

ものでしたが、平成２５年度からは、７５歳以上と障害の両方の要件を満たす場合、４枚

交付することといたしております。 

 交付人数と助成金額の実績としましては、平成２０年度は６０４人、２０１万２，００

０円、平成２１年度は５８５人、２８３万１，０００円、平成２２年度は６３６人、２８

５万７，０００円、平成２３年度は５８６人、２８９万２，０００円、平成２４年度は６

２４人、２８４万５，０００円、平成２５年度は６４０人、３０４万２，０００円となっ

ております。 

 三好郁雄議員さん御指摘のように、福祉タクシー助成券は医療機関に通院が目的でタク
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シーを利用した場合利用できることから、他の公共交通機関を利用するより便利でありま

す。 

 しかしながら、一番目の質問のときにも申しましたとおり、総合的な交通弱者対策とし

ての地域公共交通総合連携計画を策定し、デマンドタクシー、地方生活バス路線維持、高

校生への通学補助等の事業に取り組んでおります。地域交通の総合的な連携により、福祉

タクシー助成券の交付枚数をふやすのではなく、これらの地域公共交通を積極的に利用し

ていただくよう周知を図りたいと存じます。 

 また、福祉タクシー券助成のような扶助費的な助成制度については、根本的な解決策に

結びつかないとの意見もあり、町財政の健全化の観点からも望ましいものではないと考え

ておりますので、御理解賜りたいと思います。 

○関洋三議長  再質問、三好郁雄議員。 

○三好郁雄議員  町長の答弁ですが、チケットはそれほど実際町の財政に大変関係する

問題でございますが、確かにそこのところはわかるんですが、町民としてはデマンドタク

シーには乗れない、そしたらチケットをふやしてくれというんで、そしたら何とかできる

わという、多少町民のその要望が確かに多いんです。そこのところ、私もこういうふうな

タクシーでずっと仕事をしとったもんで、デマンドが始まる前には私は琴南で議会におる

ときには、最初の提案はデマンドができる前にタクシー補助券いうんを私は質問したこと

があるんです。このタクシー補助券というのが、私は一番あれやったと思うんで、デマン

ドをつくったもんでこれは仕方がないといえば仕方がないんで、もしなければ、今のいわ

ゆる一本化でいくんならタクシー補助券というのが一番よいんだろうと思うんですが、そ

れと福祉チケットは、毎月、月を越えたら無効になるんです。それを月が越えても使える

ような、それでないと毎月毎月、例えばその月に使えなんだ場合に、翌月に月をまたいだ

ときには、そのチケットがもう無効という格好になるんで、それは整理上の問題かと思う

んです。それを月が越えてもまた使えるような措置がとれないものかと、その２点、ちょ

っとお尋ねいたします。町長、お願いいたします。 

○関洋三議長  答弁。 

○三好郁雄議員  総務課長、お願いできますか。 

○関洋三議長  担当課長でいいですか。 

○三好郁雄議員  担当課長で。 

○関洋三議長  担当課長、企画政策課長、高嶋一博君。 

○高嶋企画政策課長  三好郁雄議員さんの再質問に対してお答えさせていただきます。 

 御指摘のように、町長の答弁の中にもありましたように、地域交通につきましては各種

の交通体系を有効に連携をさせていただいた上で運用したいと。デマンドタクシーと福祉

タクシー、それ以外の地方バス路線とかいう部分も含めて連携を図りたいなというふうに

考えております。 

 福祉タクシー券自体の利用についても、皆さんには好評いただいておることは十分認識
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をしておりますし、利用としては町長の返答の中にもありましたように、利用形態として

は大変住民の方には有利な制度だろうと思います。ですが、そのことを捉えて、いわゆる

歯どめというのですか、どこまでを町が助成していくかというようなことにつきましては、

現在の制度上は月２枚の交付ということで制限をさせていただいております。 

 それにつきましては、当然諸般の理由、財政的なものも含めて今の状況になったもので

ございまして、それを軽々に変更することはなかなか難しいのかなというふうに考えてお

ります。 

 先ほども議員さんの御指摘の中に、デマンドタクシーについても利用者数が今の台数で

あればなかなかふえても利用については難しいのかなというような御意見もございました。

総合的にデマンドタクシーを拡大していく上では、これはタクシー業者さんとのお話もあ

りますが、台数的なものについても見直しを図っていかなければならない時期も参るとい

うふうには考えておりますし、福祉タクシー券につきましても、現在のところは枚数制限

をさせていただいて、翌年度に繰り越さないということもございます。そういう部分も含

めて、交通体系全体としての協議については、その都度、問題点があれば検討を行う必要

はあるのではないかなと思いますが、今、ここですぐ対応できるというものではないとい

うふうに理解をしております。以上でございます。 

○関洋三議長  再質問、三好郁雄君。 

○三好郁雄議員  今の意見で建設的な意見ありがとうございました。 

 今の意見で一つだけちょっとわからんところがあるんで、福祉チケット、月をまたいだ

場合に、月が変わったらもうそれは使えんのです。それを月が変わってでも使えるような

格好にできないものかということが１点です。 

○関洋三議長  再度答弁、企画課長。 

○高嶋企画政策課長  三好郁雄議員さんの再質問について御答弁させていただきます。 

 福祉タクシー券については、４月から始まりまして、翌年の３月までの各月に２枚ずつ

交付というような格好での交付をしております。これにつきましては、やはり１カ月当た

り２枚という原則を標準的に考えさせていただいて、各月に２枚を配布することによって、

均等に御利用いただくということでございますので、今のところ、４月の券を５月に使っ

ていただくとか、４月に使わなかったから５月に使うとかいう部分については考えており

ませんが、こういう意見をきょうお聞きしましたので、そういう面についても実際問題と

して対応できるものかどうか検討はさせていただきますが、１，０００円というんですか、

２枚の制限という部分は、こういっては語弊がありますが、補助金を抑えるという意味合

いも当然ございます。そういう面も含めて、財政的な面も考え合わせながら、それと福祉

券が交通政策だけでなく、住民福祉に資するという面も含めて考えていきたいなというふ

うに思いますので、御理解いただきたいと思います。 

○関洋三議長  再質問、三好郁雄議員。 

○三好郁雄議員  今のちょっと私も聞き漏らしたような感じがするんやけど、もう一度
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だけちょっとお願いいたします。ちょっと済みません、最後のところ。ちょっとわからな

んだところがある。 

○関洋三議長  再答弁、企画課長。 

○高嶋企画政策課長  申しわけございません。再答弁をさせていただきます。 

 福祉タクシー券につきましては、実際問題として月２枚という原則で配布をさせていた

だいております。これは利用者が均一に使っていただくということもございますが、翌月

とか自由に使えれば、いわゆる２４枚の券を配布すると、１カ月で使ってしまうことも可

能だということになってしまいますし、それについて、財政的によいのかなという部分も

ございます。そういう面も含めて考えたいと。 

 それと、福祉タクシー券については、今は企画政策課が所管をしております。これはな

ぜかというと、交通対策という意味合いでございますが、現実的には通院に使うような券

でございます。これ自体は福祉政策との絡みもございますので、そういう面も考慮しなが

ら、検討できるところは検討していきたいなというふうに考えております。 

○三好郁雄議員  なるほど、わかりました。 

○関洋三議長  以上で、５番、三好郁雄君の発言は全て終わりました。 

 １時間近くたちますので、ここで議場の時計で１０時３５分まで休憩をいたします。 

休憩 午前１０時２０分 

                       （大西樹議員退席 午前１０時２０分） 

再開 午前１０時３５分 

○関洋三議長  休憩を戻して、会議を再開いたします。 

 引き続き、一般質問の通告がありますので、これを許可いたします。 

 １３番、三好勝利君、１番目の質問を許可します。 

○三好勝利議員  やっと順番が回ってきました。先ほど来、デマンドタクシーとか人口

減少、福祉タクシーのチケットで相当突っ込んで出ておりましたけど、私もやっぱり以前

から、きょうは通告しておりませんけど、デマンドタクシーについては再三再四お願いし

ております。やはり金がなかったら知恵を出せと。我々、育った環境でおれば、やっぱり

常に知恵を出して知恵を出して、ない知恵を絞ってお金のかからんことで生活をやってま

いりました。ですから課長クラスもやっぱりええ給料もらいながら、この行政でここに入

ってくるのには２０年、３０年というキャリアを積んでおるわけですから、我々の言うこ

とは一言えば１０個ぐらいわかってもらわないかんです。担当課長、よう聞いとってよ。

むちゃは言うとらんのやから、むちゃは。やるかやらんかじゃ、問題は。我々はやっぱり

厳しい中でこうやって場を与えられて、個人の利益とか利得で言うてはない。生活弱者に

関してどうあるべきかということを議論しとるわけですから、やっぱり真摯に受けとめて、

あいつがああいうこと言うたが、何回も言うたら面倒くさいけんやらんとこかというんで

なくして、私は１番目にお願いしたいのは、高齢者の日常生活での安否確認、これ、歴代
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課長にもずっと、これで３回か４回目になります。まだできておりません。金はかかりま

せん。担当課長、よう聞いとってよ。今、どのように安否確認をしとるか、５人組とかい

ろんなシステムがあるでしょう。それで現在はどのようにやっておるか。過去にどういう

ような事態が起きたか。今後、やっぱり高齢者がふえてくるし、介護認定もふえてくるし、

痴ほう症の方も年々とふえてくる。以前は我々が若いころは、痴ほう症とかなんとかいう

のは、生活に追われて、そういう間がなかったわけです。今はやっぱり生活が安定して、

週に２回、３回という温泉にも行けるし、昼間から温泉入って、うどんを食べて、１杯飲

んで、車で送迎してもらえる。こんなすばらしい環境のあれは、全国でもようけないと思

いますよ。それだけまんのう町はすばらしい前進の福祉関係の町長の判断でやっとるわけ

ですから、これはずっと続けていただきたい。 

 でも、最近の状況から見ると、世の中はいろんな食べ物、それから社会環境の変化によ

り、高齢者の云々と言うことを叫ばれております。ある高齢者が、長生きしたら悪いんか

といわれるような高齢者、高齢者というとる。やっぱり今まで世の中を支えてくれて、我々

を大きくしてくれた社会の大先輩ですから、その方が弱者になったときに、何とかしてフ

ォローアップする、それが我々の使命だと思っていますから、その高齢者の安否確認につ

いて、今までどのように対策をやってきたか、今後、どのように担当課長としてやるか、

これはもう町長のサイドではなくて、最後は町長になるかしれませんけど、私の言う単純

な質問は担当課長で結構です。まずこの質問に対して担当課長、これは包括支援かな、福

祉のほうか、企画でなくして。福祉やな、答えてちょうだい。 

○川田福祉保険課長  済みません、町長が答弁書作成しておりますので。 

○三好勝利議員  いや、私は担当課長に聞っきょるん。ほんなら町長さんでかまんの。 

○関洋三議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  三好議員さんの、高齢者の日常生活における安否確認についての御質問に

お答えいたします。 

 まず、高齢者の安否確認をどのように行っているのかとの質問でございますが、日常生

活において親族と同居の環境にある高齢者については、当然のことではありますが、その

家族が常に健康管理や外出を含め、生活全般の扶助を行っております。 

 また、親戚や近所づき合い、趣味、スポーツ、文化活動を通じた交流、定期的な福祉サ

ービスの利用等、日常の生活の場面で複数の人と多様な関係を有する方は、相互に気遣い

や見守り見守られている関係にあります。 

 一方で地域の見守り制度や福祉行政として安否確認等の見守りが求められる高齢者は、

親族や地域とのかかわりが希薄なひとり暮らしや高齢者のみの世帯です。このような高齢

者の安否は、日常の生活実態を把握しておくとともに、誰がどのように安否を確認するの

か、不測の事態が生じたときに誰がどのように対応するのかを明確にし、関係者が情報を

共有することが必要とされます。 

 生活実態の把握につきましては、民生委員、児童委員の皆さんが毎年７月に在宅福祉実
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態調査を災害時要支援者登録とあわせ、ひとり暮らし高齢者と高齢者のみの世帯を訪問し、

直接本人から聞き取り調査を行っております。この情報は本人の承諾を得て、町社会福祉

協議会等の関係機関で情報共有を図っております。 

 また、平成２４年度からひとり暮らし高齢者対策事業として、民生委員、児童委員等の

情報に基づき、生活指導員が気になる高齢者を訪問し、生活相談のほか福祉サービス等の

情報を提供しております。 

 また、町社会福祉協議会では、平成２０年度から見守り・声かけ・ほっと安心事業を立

ち上げ、見守り、声かけ活動を集落内の合意に基づき制度化し、日ごろのコミュニケーシ

ョンを活発にさせ、より住民相互の関係性を深めることにより集落内のつながりを強め、

高齢者が地域で安心して暮らせる地域づくりを行っています。 

 このほか、緊急通報装置体制整備事業による緊急通報装置の設置、徘回高齢者家族支援

事業によるＧＰＳ無線発信機の貸与、民生委員児童委員協議会と四国新聞販売店会との高

齢者見守り隊協定、給食サービス等の福祉サービスとあわせて行う見守りなどが高齢者の

安否確認のための制度となっております。 

 また、民間によるＩＣＴ・情報技術を活用した安否確認サービス等が有料で提供されて

おります。 

 次に、今後、高齢者の安否確認をどのように考えているのかとの質問でございますが、

自助、共助、公助の考え方を今後とも基本に置き、自助と共助を支援し、効率的な公助を

進めてまいりたいと考えております。 

 まず、自助につきましては、民生委員、児童委員、町社会福祉協議会、福祉委員などの

福祉関係等による訪問事業、相談事業、見守り事業を中心に、地域活動へ参加するなど社

会参加を促し、地域とのつながりを深めるとともに、福祉サービスの活用を支援したいと

考えます。 

 また、みずからが健康管理、身体機能の維持に努め、自立した生活が継続されるよう支

援と啓発を進めてまいりたいと考えております。 

 共助につきましては、高齢者も地域における共助・互助の一員として見守り、声かけ活

動に参加することが求められております。 

 少子化と高齢化が進行する中で、行政に対する高齢者福祉の需要も増大することが予想

されております。今後、全てを行政が担うことは困難であり、高齢者の安否確認を目的と

する見守り活動は、地縁による共助はもとより、多様な関係による支え合いに委ねること

も必要となってまいります。町社会福祉協議会が実施する見守り・声かけ・ホット安心事

業を、今後とも支援してまいりたいと考えております。 

 なお、公助につきましては、自助、共助では対処できない高齢者の安否確認を担うこと

となりますが、特に認知症に起因する徘回高齢者対策が喫緊の課題と考えております。 

 議員も記憶に新しいこととは存じますが、認知症の高齢者が身元の確認ができないため、

長年にわたり福祉施設に保護され、この方がテレビ番組で紹介されたことがきっかけとな
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り、家族のもとに帰ることができたという報道がありました。 

 このようなケースでは関係機関による認知症不明者情報の共有はもとより、広域的な連

携や地域のネットワーク構築が必要となっています。全国の自治体では、認知症不明者の

捜索、保護と一時的な預かり、家族への対応等を地域の協力や警察等の関係機関との連携

といったネットワークづくりを進めております。 

 今後、町といたしましても、見守り事業をベースとする地域のネットワーク、警察のほ

か関係機関との連携を検討してまいりたいと考えております。 

 あわせて、認知症を正しく理解していただくためのオレンジリング、認知症サポーター

の養成に努めていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○関洋三議長  再質問、三好勝利君。 

○三好勝利議員  まだ時間が２６分もありますので、じっくりとやりたいと思いますけ

ど、町長の中で説明いただきました、これはおざなりの、今まで通り一遍のどこでもやっ

ておるような問題でございます。 

 私が以前に福祉委員とかそういうところで問題を提起してあるのはわかりますか。そう

いう見守りというのは、この広大な土地で、何千人の何百人の方を見守るのは、これは不

可能に近いし、非常に難しいんです。私が提案してあるのは、高齢者が私の地区でも、今

度、また秋に老人会、婦人会主催で敬老会を催されますけど、対象者が１２５名おるんで

すよ、現在。その中で１５名から２０名ぐらいはちょっと弱った方がおられるし、いろい

ろ問題のある方、名前は言いませんけど、私の地区でも、１７５軒の大きな自治会におり

ますけど、私の小自治会が２５軒、今、減って２３軒になっておりますけど、５軒に１人

の５人の福祉委員をとってます。始まってから２０数年たちますけど、１回も変わってお

りません、福祉委員はお互いに皆さん、本当に協力していただいて。ただ、幸いに一度も

福祉委員の出番が来ておりません。ということは、それだけ地域が全般でサポートして、

非常に温かみのある地域でございますので、本当に月に２回、３回とお茶を飲んだりコミ

ュニケーションを図ったりして安否を確認しております。それはそれでいいじゃないです

か。町長さんが、今、答弁したのは通り一遍のどこもやっておるおざなりの、今度もそう

いうような見回りをすると。見回りをするのはなかなか大変です。 

 私が以前提案したのは、ほとんどの方が、今、電話を持っておるじゃないかと。結局、

その中で、数千人の方がおられるけど、ピックアップして、要注意の方があれば、地元の

民生委員の方と地区役員の方、自治会長と相談して、この人とこの人は云々という方が数

十名おられれば、私は以前も言うたんです。その方に、朝、一応コールしてもらえと。包

括支援でも社協でもどこでもいい、一応コールしてもらえと。５０人か６０人ぐらいです

から、全部といったってコールのない方、すぐわかるんです。今、携帯電話でも、私は約

９００から１，０００はインプットしてますから。そういう関係の社会事情で、今、幼稚

園、保育所、小学校でも携帯を持つような時代ですから、高齢者の方も携帯を持っていま

す。それで携帯を持って、どんなんないうたら、かけ方は知らんと。かけたらお金が要る
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けん、着信だけやと。持たせてれとるので持っとるんじゃと。どんなにするんな、おばさ

んと。いや、かけ方はわからん。どこでおるんではよ帰ってこいといってかかってきたら、

私もまだ耳が聞こえるけん使えるんじゃと。そういう方もおられます。非常に和やかな家

庭でしょう。そういう中で、私は以前も２回も３回も提案してあるのは、担当課長、よう

聞いとってよ。そういうピックアップした高齢者の方が、朝、年寄りは早いですから、朝

６時か６時半に必ずＡという電話を短縮にしとって、このボタンを、朝、押してくれと、

起きたら。ほんならつながる。つながったらすぐ切ったらええ。やっぱり１回通話すれば、

１０円、１５円という料金がかかります。コールしておけば１銭もかかりません、今。そ

れと携帯電話なんかも、今、もうある会社は２，７００円か３，０００円ぐらいでかけ放

題です。どこへかけてもいい。この電話にかけてもいい、相手のドコモにかけてもいい、

それからソフトバンクでも誰にかけても、とにかく３，０００円で全部かけ放題というシ

ステムが出ておって、私もやっております。ただ、一月たっておりませんから、メーカー

ですから頭のええのがおりますから、この場合とこの場合と云々でだまされるかもわかり

ませんから、十分一月間をやってみたいなと思ってます。個人的にですけど、大体４万か

ら５万ぐらい、毎月、電話代はかかっております。それだけやっぱり活動しております。

それはええとして、今、担当課長、聞いとる。そういうピックアップした高齢者が、朝、

コール番組をやってコールしてくれと。ずっと見て３名かかってない。ほんでこっちが逆

にコールする。うっかりしておりました。ちょっと外でうっかりしておりました。ちゃん

と元気なんですねと。はい、大丈夫ですという確認をとる。見守らなくても、今の通信機

材をやったら簡単にできるんです。それをできない方は福祉委員とか民生委員が見守って

いただかなければなりませんけど、やはり行政が逃げるのではなくして、アイデアを出し

て、知恵を出して、さっきも言ったような、お金がかかるからやらんと。お金がかかるか

らやらんといったら、全て行政ストップせないかんです。要るもんは要るんですよ、これ

だけ高齢者がふえてくると。それで結局、もし不明者が出たら、どれだけの捜索隊が出る

んですか、消防、警察、自衛隊と。まだそういう大がかりなのは出てませんけど、これか

らは恐らくそういう方がどんどんどんどんふえてくるでしょう、テレビ番組なんか見てみ

ると。東京のほうで１８年も確認がとれんかったと。うちはそういうことは多分ないと思

いますけど、ひょっとすれば行方不明になって、全然わからん。毎年、１万７，０００人

ぐらいが行方不明になって、その中で１万人はわかるそうです。あと全部、どっかの国に

拉致されたんじゃないかと。年寄りは拉致せんでしょう、使い物にならん、もう将来、余

り働けんから。 

 ですからそういうところで、結局、安心安全を得るのには、遠く離れた大阪のほうで、

おじいさん、おばあさんをここに残しとっても、やっぱりまんのう町は、朝、安否確認の

ために本部をコールしてみて、いかんかったら、再度、逆コールをすると。それで出ない

場合は、即、そこへ安否確認に行くとなれば、手おくれにならないし、もしそこで意識が

十分でなければ早急に手当てができる。そういうことはお金はかからんでしょう。ずっと
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見守るんだったら、見守る人のいろんな経費、それから車で見るんだったら、車の油代だ

っているでしょう。電話は１回やっても１０円です。ただし逆に本部をコールして切れば

全部残っとるわけですから、リダイアルで。そういう提案を３回やっておるんです。でも

歴代の担当は全然私のいうことは眼中に置いてない。やる気がないからですよ。本当に地

域の高齢者を守って、安否確認をして、本当に１人でも犠牲者を少なくするというんだっ

たら、やれるはずです。それに対して、こななばかげたことはおまえ１人じゃというんで

あったら返答してください、担当課長。 

○関洋三議長  答弁、福祉保険課長、川田正広君。 

○川田福祉保険課長  三好議員さんの御質問にお答えいたします。 

 ただいま御提案いただきました電話を使ってのコールということで、経費も大変かから

ないシステムということで御提案いただきました。 

 見守る側と見守られる側がお互いのサインを決めまして、そういうルールでお互いの関

係をつないでいくということでございましょうが、特に遠方に離れていても、電話であれ

ばつながりますので、それは家族間、親子間であれば当然スムーズにつながるものと考え

ております。 

 また、先ほど町長が申し上げましたとおり、ひとり暮らし、また高齢者のみの世帯にお

きましては、誰も見守る方がいらっしゃらない。これにつきましては、今現在まで見守り

事業で社会福祉協議会を中心に進めてまいりましたが、地域間でそういう関係がつながれ

ば、より密接なつながり、先ほど三好議員さんもおっしゃっていただきました仲南地区の

５人組をまたその活動に加えていただければ、現実として実現できるのではないかと考え

ております。 

 また、これをシステム化するとなりますと、どこか現在の緊急通報装置のようにセンタ

ーを設けてやるとなりますと、人件費等経費がかかってまいりますので、今後、地域の見

守りの中でそういう対応ができないか、そういう事業のメニューを考えてまいりたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○関洋三議長  再質問、三好勝利君。 

○三好勝利議員  答えになっとれへんがな。３回言うたら、同じことを歴代の課長は言

うがな。やる気がないから同じ返答じゃがな、前も。議事録調べてみなよ。おたく、３回

目やから、ちゃんと。課長に云々言うとれへんのやで。何でそのシステムに金がかかるん

な。あるもんを利用したらそれでええんじゃろがな。みんな電話持っとるがな、今、ほと

んどの方が。電話のない高齢者だったら、その短期間の間にリースの電話か町の電話か設

置してあげたらええやない。ただし、よそへかけたら自分で通話料いただきますよと。前

も言うた。人件費が要る、機材が要る、それは逃げ口実。わかった、さっきのデマンドタ

クシーと同じ。知恵を出せばできるんですよ。もう一回、よく聞いてよ。朝、コールする、

６０人やったら６０人の弱者が。その中で５人がコールがなければ、逆にコールすると。

それでうっかりしとりましたと。ちゃんとしてよ。こっちはちゃんと、朝、きちっとみん
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なコールで元気かどうか確認しとるんやからなと。それで３人ぐらいがコールがつながら

んと。行ってみる。行ってみたら、表で草引きしよったと。それやったらまたええやない

ですか。ひょっとしたらぐあいが悪くて横になっとったかもわからんと。そういうのはテ

レビ番組、何見よる。ドラマ、それとも洋画、いろんな番組やっとりますから。私はそう

いうドラマは一切見ません。大体こういう番組見出しを見て、ほとんどそういう番組を見

ておるし、教育長にも何回も電話した。産業経済課長にも、そういう番組があったら、今

すぐ仕事中やけど見てくれと。ええ番組しよるから、おたくの担当やから見てくれという

たら見てくれてます。それに対して反応はどうか、それは本人の勝手でしょう。 

 ですから、今、言うように、新しい機材を買わんでも、あるものを利用したらできるで

しょ。例えば受信パネルやったら簡単なものだと思います。新しく回線せんでも、福祉課

やったら福祉課の分で直通ラインを短縮しとけば、ぽっと押したらそれでいけるわけやか

ら。それで話したら１０円要るでしょ。話さんかったら金は要らんでしょ。それを言いよ

るんですよ。別に新しい機材買ってくれ、新しい人件費かけてくれというとれへんがな。

さっきのデマンドと一緒や、課長、よう聞いとってよ。今の人件費でも十分やれますがな、

知恵出したら。コースの無駄を省いてやれば、私が説明したようにそれができるんやから。

それを面倒くさいから、エリアが決まっとるから、仲南のもんはそこへ迎えにいけん、満

濃はそこへ行けんのやと。隣近所におったって、迎えに行く行かんでもめとるんです。そ

の辺はやっぱり十分行政のほうが指導して、担当課長、福祉のほうもそうですよ、やれま

すよ、やってみてくださいよ。それでいかんかって、無駄な金がかかったら、私、そのぐ

らい弁償してあげるわ。何千万円ならともかく、少々の金やったら弁償してあげるわ、責

任とって。まずやってみるかどうかじゃがな、はっきり言って。やっぱり高齢者が該当し

て、それをずっと弁当配布して見守る、どれだけの手間がかかるんな。わずか電話で確認

したらええんじゃがな。１００人おったって、１００人がばっとやって、通して、１０人

が来とらん。どうしたんやと、逆探知する。逆探知して町の電話でやってみる。つながら

ん。ほんでもう一回、３０分ぐらいしてやってみる。だめな場合は、そこへ最寄りのもん

の民生委員にお願いするか、自治会長か誰かが行くか、町のヘルパーさんが行ってみると。

ほんでやって、例えば意識がまだ十分あれば、緊急搬送すれば助かると。３日も４日もつ

いて、新聞が３日も４日もたまっとる。行ってみたら、もう冷とうなっとったと。そうい

うわびしいような町でなくして、片方へ何千万という金を福祉関係で提供しとるんやから、

これも本町の歴代の担当がちゃんとやって、やっとるんやから、これ。誰っちゃ自動的に

くれへんのやから。片方ではそういうあれをやっとって、片方では金かかる分はできんと、

そんなん通らんですよ。 

 私が、今、間違っとったら間違っとると、どうぞどこでも言ってください。ほんで多少

金がかかって失敗したら、私、それぐらい弁償してあげます、心配せんでも。 

 だから再度、もう担当課長にここまで言うとんやから、今度は最後の決は町長や。町長、

それに関して、そんなあほらしいことできんというんやったらできんで結構。 
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○関洋三議長  どっち。 

○三好勝利議員  今度、町長や。 

○関洋三議長  答弁、町長。 

○三好勝利議員  担当課長がようせんから、今度、町長がするか、せんかじゃ。 

○栗田町長  三好議員さんの質問にお答えいたします。 

 三好議員さんの熱意十分わかりました。いろんな事例も調べて検討してまいりたいと思

います。 

○関洋三議長  再質問。 

○三好勝利議員  ３回じゃないから、時間内全部やれるんやから。ええシステム、皆さ

んが協議してつくってくれたもんじゃ。今までは３回で打ち切られたら、もうこれで終わ

りやった。執行部が３回ぐらい答弁したら、あとはもう言うてこんからええじゃろうとい

う。今回は時間内全部やれるわけですから、これはもう非常にいい開かれた議会やと思い

ます。聞いとる方も納得すると思います。 

 それから町長さんがやっぱり言われたように、もうとにかくやってみるかと。それはで

けんと。金がかかる、機材が要るって、機材がなくてもできます、簡単なもんで。リダイ

アルの装置だけ置けばできるわけですから。携帯電話見てみてなよ。あんな小さいところ

で何百種類という情報が入っとるんですよ。そういう時代ですよ。時代は刻々と変わって、

痴ほう症の方もだんだんだんだんふえてます。まんのう町の場合はそういう安否確認しと

るから、非常に安心やと。その中でも、たまにはちょっと行方不明の方が出るかもわかり

ませんけど、それは恐らく防げるんじゃないかと思います。まずやっぱり町を挙げて、そ

ういう少子高齢化もあるけど、高齢者に対してやっぱり優しい温かい行政をやるというの

が私のお願いでございますので、町長はそれを決断する、まあやってちょうだい。 

○関洋三議長  １番目の質問を終わります。 

 続きまして、２番目の質問を許可いたします。 

 １３番、三好勝利君。 

○三好勝利議員  ２番目ですけども、２番目の質問も単純でわかりやすく、ただ単純だ

けど、今までちょっと、教育長には悪いけど、学校も忙しいし、云々もあるでしょう。我々

の小学校から行った６年生も数人おりましたけど、この中で最近聞いてみますと、校長い

わく、中学校になってころっと変わって、活発になって、そういうふうなのを聞いたらや

っぱりうれしいですよ。我々、一生懸命やっとるわけやから。現場の視察もしたし、教民

のあれで２回も３回も視察して、これはどうなるかと思ったですよ。それがやっぱり雰囲

気が変わって、先生も変わって、友達が変われば、やっぱりクリアできとるわけですから。

教育長、わかるでしょ。これが学校の教育の値打ちなんですよ。 

 私が言うのは徳育、勉強関係、体育、体力をつける、食育、食べる教育、これにおいて、

例えば最近、数年前から何回もこれも言ってます、パン食云々と。日本人はこの２，００

０年の歴史で米を食べて生計を立ててきた人間なんです。最近の食生活の変革でパンを提
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供して、我々が子供のころ、週に１回パンが出ると本当に楽しみやったです。今の子供に

聞いてみたら、親が忙しいから、朝はパンを食べさすと。学校給食でまたパンかと。夜も

また簡単なんで、またサンドイッチかと。こういうのも聞いてます。ですからその辺が私

が以前質問すると、パンの業者の育成もあるというのはわかりますけど、これはパンの業

者の方は怒るかもわからんですけど、やはり我々は農業立町、きのうも米と水とで相当議

員が突っ込んでおりましたけど、私は同感です。これだけやっぱり立派な地域で、野菜と

米があるわけですから、やはり米飯提供に切りかえて、月、火、水、木、金というと、全

部米飯にすると、御飯を炊いてやるから、多少なりとも人件費の云々という、恐らくまた

それは言うでしょう。それはそれでええでしょう。ですから食育に関しては、なぜ給食を

主体とするかというと、やはり報道関係なんかを聞いてますと、昼間の給食がほとんど主

体となって、子供の食生活が変わってくるんだというんまで報道されとるんですよ。うそ

だと思ったら調べてください。ちゃんと私は情報をつかんで質問しとるわけですから。 

 それと、あとの２以降は通告に出してなかったから、最後にお願いしようと思いますけ

ど、その徳育、体育、食育。食育も簡単なことです。でもやはり子供の体力をつくる一番

重要な、１日の中で一番楽しみやと思います。そういう関係を、まあそんなこと言うなと、

今のままでええやないかといわれるか、今後、やっぱり小学校３年生ぐらいで糖尿病が出

とるんですよ、糖尿病、成人病。昔なんかでは考えられないんですよ。やっぱりこれ、食

育の変化と周りの環境の変化です。ですからパン屋さんもたくさんふえてます。ほんだら

家でパン食べる。昼もパン食べる。晩もやっぱりひょっとしたらサンドイッチ食べる。１

日３食パン食べたらどなんなりますか。それから部活する柔道部とか剣道部とか野球部な

んか、あの小さなパンを２つ、３つ食べて栄養はあるでしょう。でも腹持ちはやっぱり悪

い。そこでやっぱり授業をすると、やはりややもすりゃ不平、不満が出てくるんです。人

間やっぱり常に腹いっぱい食べさせてやると満足するんです。動物でもそうです。腹が減

るといらいらしてくるし、学校の授業も十分できないと、そういうような状況ですので、

教育長としてどのように考えておられるか、それをちょっと教育長、答弁お願いします。 

○関洋三議長  答弁、教育長、斉藤賢一君。 

○三好勝利議員  我々は時間ないけど、執行部は何ぼでも時間あるので、十分掘り下げ

てお願いします。 

○斉藤教育長  三好議員の御質問にお答えいたします。 

 学校教育における食育について、まず説明させていただきます。 

 子供の食生活をめぐる問題が大きくなる中で、健全な育成に重要な役割を担う学校には、

積極的に食育の推進に努めることが求められております。 

 平成１７年に食育基本法が施行され、１８年から２２年は第１次食育推進基本計画が出

され、現在は第２次食育推進基本計画、２３年度から２７年度が出されております。 

 第２次基本計画では周知から実践することに趣旨が置かれております。ここで重点課題

とされているものが３つあります。１つは生涯にわたるライフステージに応じた間断のな
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い食育、２つ目が生活習慣病の予防及び改善につながる食育、３つ目が家庭における共食

を通じた子供への食育です。 

 家庭における共食では、家族で食卓を囲むことが食育の原点であります。また、ライフ

スタイル等の多様化によって、家庭における食育を一律に推進できない状況もあることか

ら、学校、地域等が連携し支援するとあります。 

 このことを踏まえて、学校給食では食に関する正しい知識を身につけることができるよ

う、また生きた教材として活用されるよう献立内容の充実を図っております。 

 各学校においては、現在、旧町単位で栄養教諭、学校栄養職員が配置されております。

給食時間の配膳から片づけまでの活動を通しての指導、献立を教材化するさまざまな指導

を行っております。 

 また、献立内容と教科などの学習内容とをリンクさせ、献立を教材として活用しており

ます。献立の栄養価についても、子供たちの実態に即すよう、身体計測結果などをもとに、

年間数回の見直しを行っております。 

 また、県において作成されている香川食育アクションプランをもとに、その数値目標を

達成すべく、学校給食においても具体的には地場産物、特に町内産の野菜、この利用を推

進することにより、新鮮な栄養価の高い食材提供に努めることにより、地産地消を推進し

ております。 

 こうした生産者と消費者の顔の見える関係を構築することによって、感謝の気持ちを持

つことができる子、地域の産業について理解できる子、好き嫌いをしない子に育つと考え

ております。 

 小児生活習慣病予防への取り組みについては、生活習慣の実態把握や、肥満児童生徒に

対する個別面談の実施、調理教室や運動教室など、細やかな取り組みがなされております。 

 さらに、平成２５年度から小児生活習慣病予防対策事業として、小学校４年生を対象に

血液検査、身長、体重、血圧測定、食生活調査を実施しており、その結果を保護者、学校、

学校医にお知らせすることにより、保護者には予防についての啓発を、学校については検

査結果、診断結果を踏まえた対象児童生徒への個別指導をお願いしているところでありま

す。 

 今後は、さらにこのような取り組みを充実させることにより、生活習慣病予防策に資す

ることにしたいと考えております。今後とも、御理解と御協力を賜りますようお願い申し

上げまして、答弁とさせていただきます。 

○関洋三議長  再質問、１３番、三好勝利君。 

○三好勝利議員  まだ１０分ありますので、教育長が非常に掘り下げて回答いただいた

わけでございますけど、やはりこれも以前と全く同じような回答でございます。ですから

今後ともやっぱりこの地域の食材、米なんかを、まんのう町の米はすばらしい米です。そ

ういうようなおいしい米を食べてもらって、地元の地場産業を理解して子供たちが大きく

なっていく、一番ええことやないですか。 
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 それと、やはりさっき言ったように、小学生３年ぐらいで糖尿病がふえておるという統

計が出ております。本町はまだ統計を見てないからわかりませんけど、それも一応調べて

ちょうだい。公表する必要はないじゃないですか。何名ぐらいおると。それやったら食生

活改善とかいう家庭の通知も要るし、学校給食についてはきちっとした栄養士さんがおる

わけですので、できたらパン食をやめて、米飯給食にしてもらいたい。 

 ある学者いわく、米を食べた民族は西洋風の食事に変わって満足にいけるのは５００年

かかるというんですよ。聞いたことありますか、５００年。私が言うんでないですよ。偉

い学者が言うんです、５００年かかると、体質を改善するのには。ですからそういうよう

なことが叫ばれておるんですから、せめてやっぱり学校給食からでも改善して、やはり元

気な健全な子供を食生活から守ってやる。まず学校給食、きょうは何だろうかと。また学

校給食もあのパンかと。またきのうと同じ、ゆうべ食べたパンがうまかったわと。こんな

んでなくして、やっぱりさすが学校やなといったら、勉強が嫌いでも、昼の給食を楽しみ

に来る子もおったら、それでええやないですか。我々のときはそういう学校給食を楽しみ

に学校へ行ったようなもんですから。もっと偉いもんになってますわ、勉強すれば、本当

に。自分が体験しとるから、結局、やっぱり皆さんにそういうふうなことを味あわせとな

いと。立派なやっぱり給食を提供して、立派な体で健全な子に育てて地域に貢献してもら

うというのが大事です。 

 それと、今回、漏れておりましたけど、眠育、ミンミンゼミじゃなくて眠育、私も初め

て聞いたんです、こんなん。それはなぜかというと、ある県のある学校が、登校拒否が全

国でナンバー１やったと。非常に困ったと。地域やＰＴＡも、町の我々議会も執行部も教

育委員会も皆さん考えてやったことは、解決したことは睡眠です、睡眠。これは１０時、

１１時になってほとんど寝てない。朝、行くようになってから眠たくなる。 

 それから眠育、睡眠の教育。９時には必ず寝なさいというので、試行錯誤して、何回も

何回も協議してやったら、不登校がゼロになったと。この間、テレビでやってました。文

部省か何かから表彰されるらしいです。 

 香川県の場合も、あれほどワースト１という、交通事故で叫ばれよったけど、知事さん

のちょっとした配慮で、お手盛りの予算を組んで、普通ならＡという予算を出せば、それ

を削るのが執行部の役目です。ただし知事さんは交通安全対策についてはお手盛りの予算

をつけなさいと。ほんで信号機もつけた。それと交差点なんかでサイケ調のいろんな催し

物やったでしょう、これ。初めてよ、ここらで。何やろうかと。それで結局、６０何年ぶ

りにすとんと死亡事故が減ったでしょうが。そういうやっぱり思い切ったアイデアを出せ

ば、またこれ解決するし、学校教育にしてもやはり食事を主体として、給食で多少は金が

要るでしょう。やっぱり町長もやっぱり言って奮発して、子供がどうこうあってでも昼の

給食はあしたは何だろうかと。昼、何が出るやろうかという楽しみに来てもらうような学

校教育も一つの選択方法でないかな、そういうふうに思っております。ぜひとも改革して

いただいて、それとやっぱり教育長が積極的に食事の方面の改善しますという、これも過
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去１０年ぐらい毎年質問して、同じことでずっときてます。経緯調べてください。私、も

う何回もやってますから。 

 ですから、今度、新しくなった、教育長さん、聞いとってよ。眠育、私もこれ、初めて

耳にしたんです。睡眠不足は結局全ての病気とか不登校に影響してくると。十分寝た後は

すぱっと起きて、御飯を食べて学校へ出れば、どなたかが言う、朝、いっぱい、挨拶のと

きはいつもある議員さんが言われる、きょう、御飯１杯食べた人、２杯食べた人、３杯食

べた人、御飯を朝から食べれんような子供やったら成長しません、はっきり言って。私も

結局過去にそういう、３０年ほど前の話ですけど、ある中学生がタコ部屋入ったのを迎え

に行きました。親は朝は食べんという。食べんのはあんたがつくらんけん食べんのやと、

朝の食事を。うちのはたばこふかして、コーラ飲んだりジュース飲んだり、お菓子や。モ

ヤシみたいな顔しとる、食べてないから。結局、食生活の改善である程度やって、それは

どこの子供いうんはプライベートやから言いませんけど、今、立派にやってます。子供さ

ん、２人大学行ってます。親はいわく、自分はそういうふうに苦労したから、子供にはせ

めて２４時間働いてでも、子供には教育を受けさせたいというんで、子供２人は大学に行

ってます。私は立派と思いますよ、こういうことは本当に。現実にありますから、それは。 

 そういうことで、教育長さん、いろんな点で大変やと思います、学校問題は。学校問題

もやっと本社からきちっとした公文書でわび状が来たわけですから、これ第１問クリアで

すよ。これはやっぱり町も我々議会も一生懸命頑張ったから、当然のことですけど、ちゃ

んとした、つい最近、町長さん、来たでしょ、公文書が。これは本当、私はやっぱり若い

議員が頑張って頑張って、我々も一緒になってやって、執行部も一緒になってやったのが、

結局、本社に通じたわけです。 

 だからそういうことをやれば必ずクリアできますから、それは眠育も教育長、初めてや

と思います、これ。香川県でもどこもやってないでしょ。 

 それは、こういう文部省関係を通じればデータ出とると思います。全国ワースト１で、

もうどうしようもないと。半分ぐらい授業に来んかったという。学校崩壊かというまでい

っとったんです。それで苦肉の策に考えてみて、いろんな父兄もそれから教育委員会も議

会も町も一緒になって考えたら、それはやっぱり寝不足じゃと。というのは親の責任だと。

学校の責任でないというので、９時には絶対に寝るように指導して、強制的に親も一緒に

寝て、何年かしたら登校拒否がゼロになったという。これ、金がかからん方法ですよ。金

かけてやるのは幾らでもできます。やはり金をかけずに知恵を出して、アイデアを出して

やるのが、やはり今のこの行政に求められることだと思います。さっき担当課長が言った

ように、機材が要る、あれが要る、人件費、おるメンバーでできます、こんなことは。 

 そういうこともつけ加えて、教育長に進言しておきますから、ぜひうちの場合はそんな

に登校拒否はおらんと思いますけど、調べてみてください。家庭環境もあるし、体力的な

ものもあるし、恐らく寝不足の場合は統計とったら一番多いそうです。それに対して教育

長、やるかやらんかだけ。 
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○関洋三議長  答弁、教育長、斉藤賢一君。 

○斉藤教育長  三好議員さんの質問にお答えいたします。 

 私どもも眠育という言葉初めて聞かせていただいて、非常にありがたい提案だというふ

うに考えております。新しい視点でいろいろなことを御指摘いただくということは、我々

にとりましても大変ありがたいというふうに受けとめさせていただきます。 

 先ほど、食育につきましてもいろいろと御指摘いただきました。今回、私のほうから提

案させていただきたいのは、一度、議員さん皆さん方に学校給食をぜひ試食していただけ

ればと、こういう機会を私のほうで設けてみたいというふうに考えておりますので、その

節には御協力よろしくお願いしたいと思います。 

 さて、２番目の質問についての回答になりますけれども、いわゆる生活リズムの乱れの

一環としての睡眠の不足、これから来る大きな問題であろうというふうに思っております。

またこれ、かたい回答に最初はなるかもわかりませんけれども、子供たちの生活リズムの

乱れにつきましては、随分以前から指摘をされてきておるところであります。 

 かつては早寝早起きというのは意識することもなく、それが普通に生活できておったわ

けです。ところが社会の構造がどんどん変化する中で、大人社会の生活パターンが非常に

夜型になっていってしまったと。このことに伴って、子供たちの生活も深夜まで起きてい

ると、こういうことが珍しくなくなってきておるわけであります。 

 平成２５年度の全国学力学習状況調査のまんのう町の結果を見てみますと、児童・生徒

質問紙調査によりますと、まんのう町内の小学生のうち、就寝時間が午後１０時以降が４

３．１％、午後１１時以降が９．２％、そして午前０時以降は３．１％となっております。 

 また、中学生も午後１０時以降は２１．８％、午後１１時以降は５４．４％、そして午

前０時以降は１６．３％となっております。実に小学生で５５．４％、中学生で９２．５％

が午後１０時以降に就寝しております。 

 遅くまで起きている理由の大半としては、大きなものはテレビ、ゲームとなっておりま

す。テレビとゲームに費やす時間は、土曜日、日曜日の日中にも大きく見られます。子供

たちの室外での活動時間が減少してきているということがここからわかってまいります。 

 学校でも子供たちのこうした生活リズムの乱れというものに危機感を抱いておりまして、

さまざまな取り組みが行われております。 

 例えば、小学校では健やかカードをつくって、早寝早起き朝御飯などを自分で記録する

ことで意識づけを図っております。また、中学校でも保健だより、あるいは月目標、週目

標で啓発に取り組んでおります。生活リズムを整えることでの重要性に踏まえて、学校に

おいては児童生徒が戸外で活動する機会をふやしたり、さまざまな機会を捉えて生活リズ

ムを整える意識を啓発する活動を継続していかなければならないと考えております。それ

とともに、子供たちが家庭生活で大きな影響を受けている保護者との連携が大切なことは

言うまでもありません。 

 今後、子供たちの睡眠不足が将来健康に被害をもたらすという科学的な根拠を示すなど、
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眠育の重要性をより具体的な知識や体験活動などを通して一層啓発してまいりたいと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

○関洋三議長  １３番、三好勝利君。 

○三好勝利議員  教育長の積極的な回答をいただいたわけですけど、やっぱりぜひとも、

私は別に大きな風船を上げいうて大きなことを言うとるんじゃないんです。現実にそれで

クリアしたところがあるわけですから、私はそれをデータで調べとる。うちも教育民生は

若い委員長、副委員長がおりますから、今度、そういう場所を探して、この議員研修には

ぜひとも委員長にお願いしていきたいなと、そういうふうに思っておりますから、ぜひそ

のときにはまた一緒においでていただいて、やはり実践を見て、ええことはまねすると、

そして子供の将来を考えると。幾らええ校舎建ててやって、幾らええ通学バスやっても内

容が伴わんなら何もならんじゃないですか。やはり子供の将来は我々地域の社会の責任で

す。子供の責任じゃありません。今ごろの子供はどうのいうけど、今ごろの子がどうこう

いう前に、今ごろの世の中が、社会システムが悪いということを先に言うてやってくださ

い。私はそのほうが先やと思いますから。 

 今後ともそういうことで、担当課長なり教育長、ぜひ十分考慮して、私がめったやたら

と架空のことを言うとるんやないです。実績のあることを述べとるわけですから、ぜひと

も実践して、まんのう町はすばらしい教育をやっとるのということを私は期待しておりま

すから、それで答弁いただいたら結構です。 

○関洋三議長  答弁。 

○三好勝利議員  答弁、最後はやっぱり決意を。 

○関洋三議長  答弁、教育長。 

○斉藤教育長  三好議員さんから決意をというふうな御質問でございました。 

 私も教育に携わって、経験は十分豊富だというふうに自負しておりますが、周りで支え

てもらっている町教育委員会の職員、さらには町内に勤務していただいております教職員

の方々のその熱意というものを常々感じております。そういったものがさらに一層まんの

う町の子供たちの将来を培う、教育する、育む、そういった観点から一緒になって努力し

てまいりたいというふうに思いますので、今後とも、啓発する方向で努めてまいりたいと

いうふうに考えております。 

 今後とも、議員さんの御指導をいただきながら進めてまいりたいというふうに思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○関洋三議長  １３番、三好勝利君。 

○三好勝利議員  最後に教育長の強い決意をいただきまして、本当にこれを実施してい

ただくこと、それと最初の担当課長、私が言ったこと、町長もぜひとも実現してください。

金がかかる方法じゃない。早く寝るのも、教育長、金がかからんでしょ。機材を買って、

コンピュータを買ってやるのは金が要りますけど、これは学校にあるわけですから、そう

いうことを十分現場と父兄と承知していただいて、やっぱり健全な子をやるのは我々の役
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目ですから、子供に何も責任はありません。周りの社会の責任です。はっきり言っておき

ます。これで終わります。 

○関洋三議長  以上で、１３番、三好勝利君の発言は全て終わりました。 

 引き続き、一般質問の通告がありますので、これを許可いたします。 

 １２番、松下一美君、１番目の質問を許可します。 

○松下一美議員  ただいま議長の許可をいただきましたので、１２番、松下一美が通告

に基づきまして、最近激減している蛍の保護についてを質問いたします。 

 ５月２６日の新聞紙面においても、炭所西大向地区の蛍の乱舞の様子が紹介されていま

した。地元においては数年前に看板が設置されております。ほたるの里づくり地域につき、

蛍を捕獲しないでください。大向自治会ほたる愛援会という看板が出ております。 

 私も地元の方からの知らせを受けまして２回ほど参りました。そしてまた写真を撮りに

行きましたところ、多くの方々が家族連れで幻想的な光景を楽しんでおられました。しか

し、中には捕獲をして帰る方もいるそうで、大勢の方々に見ていただくのだからとパトロ

ールを行って注意をしているところでした。 

 こうしたことにより、蛍が減少していくのを少しでも守ろうと、地元の方々は苦心、努

力しているようでした。 

 また、町道大向高屋原線から北へ約１１０メートルぐらいでありますけど、本水路が３

面で改修されておりまして、全く蛍が見られませんでした。やはり一度環境破壊されたら、

なかなか元へは戻りません。地元としてはできるだけ早く蛍の保護区の指定をしていただ

き、今後の農道水路改修にしても環境に配慮した工法を用いるように、蛍の保護として強

い思いがありますが、町長のお考えをお伺いいたします。 

○関洋三議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  松下議員さんの、最近激減している蛍の保護についての御質問にお答えい

たします。 

 蛍の飛び交う風景は昔から初夏の風物詩として上げられますが、自然豊かなまんのう町

でも河川がコンクリート製の水路に改修されたことで、蛍の餌となるカワニナの住める環

境が少なくなり、このことにより蛍の数も減少しているのが現実でございます。 

 そのような中、長炭大向地区の天然護岸を有する水路は蛍の生育環境に最適であり、以

前からたくさんの蛍が飛び交うことで、５月下旬ごろには多くの観賞者が訪れているよう

です。 

 ただ、来訪者の中には大量に蛍を捕獲して持ち帰ろうとする心ない人もいるようで、大

切に保護したい住民との間で小さなトラブルが生じていることは残念でなりません。 

 蛍の保護に関して全国的な状況を調べてみますと、地元住民が団体を組織して保護・保

全活動を行っているところが多数存在していました。 

 また、一部の自治体では条例を制定して蛍の保護のため一定の地域内で特定行為の制限

及び禁止区域としたり、自然生態系の保護・保全のための活動を行う団体が支援を行って
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いる場合もあるようでございます。 

 このようなことから、自治体による蛍保護のための事例を今後調査研究しながら、本町

に適した条例制定を検討してみたいと考えております。 

 次に、環境整備面についてでございますが、今後の土地改良事業を含めた水路改修の実

施に当たっては、蛍保護も含めた環境に配慮した工法を検討しながら、自然豊かな環境を

いかに存続させていくかを考えなければなりません。 

 しかし、水路改修は地元関係者に費用負担をお願いすることから、コスト面も考慮する

必要があり、従来どおりの機能を維持することを前提とすると、コンクリート構造物は避

けて通れないところが現実のところではあります。 

 しかしながら、国、県では、昔ながらの自然水路で貴重な生物が生息している場合は、

生物の保護のため現地調査を行い、部分的ではありますが、改修後も生息可能な河川環境

を創出し、従来同様の生息可能空間を確保しているところはありますので、これらのこと

を参考としながら、今後、町が行う農業用水路施設の老朽化等による改修においても、自

然環境に配慮した工法等で実施したほうがよいと思われる箇所については、地元関係者と

十分な協議を行ってまいりたいと考えております。 

 そして、いつの時代も蛍の舞う自然豊かな里山との共存共栄を大切にしているまんのう

町でありたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○関洋三議長  再質問、１２番、松下一美君。 

○松下一美議員  ただいま、町長から明確な答弁をいただきましたが、今、言われます

ように、やはり農業立町でありますまんのう町におきまして、水路改修というのもなかな

か大変なところでありますけれど、その点、自然環境も配慮しながら進めていくいうのが

なかなか大変かと思います。 

 そして、今、言われましたように、コスト面、相当な負担増にもなってこようかと思い

ます。しかし自然というものは一旦破壊されるとなかなかもとへ返らないという、先ほど

も申しましたが、私の地域でも４年ほど前ですけど、土器川右岸改修が行われまして、そ

の中で高圧洗浄によりまして、水路面が相当きれいに補修するためにでありますけど、工

事が行われました。 

 その結果、やはり何年間も蛍が全く見えないという状況でありましたが、これからもそ

ういう環境にも配慮しながら、町としてもこういう事業も進めていくように、地元の強い

要望でありますので、町長にしっかりとお願いしておきたいと思います。 

 以上で、１問目については終わりたいと思います。 

○関洋三議長  １番目の質問を終わります。 

 続きまして、松下議員の２番目の質問を許可いたします。 

 松下議員。 

○松下一美議員  ２番目の、旧満濃地区におけます自衛消防の見直しについてでありま

す。 
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 現在、本町には琴平町とまんのう町によります南部消防と公設の１２分団がありますが、

旧満濃地区には１０カ所ほどの自衛消防、神野地区に１カ所、高篠地区に３カ所、長炭地

区に６カ所と、その中で団員は２３６名であります。そして婦人消防が神野、高篠、そし

てまた長炭と３地区にそれぞれ、団員は１０４名でありますが、いずれもボランティアで

あり、災害出動時においては負傷などに対しての補償がありません。そしてまた、ただ民

間協力者としてのみの扱いであります。 

 本町において、３月１１日の炭所西の山林火災の際には、県の防災ヘリの機動力が発揮

され、５月７日、１１日の炭所東の原野火災におきましても、地元の方々や地元消防団の

いち早い対応により、いずれも大事には至りませんでしたが、やはり常に危険がつきまと

う団員の身の安全への対応、対処というもの、そしてまた急がれる軽の消防積載車の導入

等においても、半数の５台という現状であります。 

 将来、南海、東南海の地震が３０年以内に発生の確率が７０％と予想されております。

最近では全国の自治体の多くが防災・減災対策に力を入れております。６月１５日の町政

懇談会におきましても、多くの質問が防災について出ておりました。関心の高さが伺えた

ところであります。 

 団員の負傷時の補償、そしてまた装備等の充実、そしてまた公設等も将来的には視野に

入れて見直しが望まれるところであります。町長のお考えをお伺いいたします。 

○関洋三議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  松下議員さんの、満濃地区の自衛消防の見直しについての質問にお答えい

たします。 

 現在、満濃地区では自衛消防団１０団体、女性防火クラブが３団体、また仲南地区にお

いても女性防火クラブが１団体、合計１４団体３４０人の皆様が地域の安全のため、防災・

減災活動に御協力いただいておりますことは、非常に心強く感じておるところでございま

す。 

 南海トラフを震源地とした大地震は３０年以内に７割の発生確率となっております。そ

の中でも最大クラスの地震が発生した場合には、町内においても相当数の被害が予想され

ております。 

 また、近年、全国各地で頻発しております極地的豪雨による水害などについては、災害

が少ないとされる当町においても、いつ発生してもおかしくない状況になってきていると

いえます。 

 災害発生時には自衛消防団や女性防火クラブの皆様においては、積極的な住民の避難誘

導や初期消火活動などを初めとした多岐にわたる活動支援について、地域の皆様から期待

されていることと存じます。 

 このような状況の中、本町といたしましては、地域防災力強化のため、自衛消防団を対

象とした補助金制度を制定し実施しているところであり、全自衛消防団を対象に出動や訓

練、車両維持費などに必要な経費として、平成２５年度におきましては３３０万円の活動
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助成を行っております。 

 また、活動助成とは別に資機材や車両購入費の補助として、最大で購入経費の２分の１

の助成を行っており、こちらにつきましては平成２５年度で１３８万円ほどの実績があり、

各団体においても御活用いただいていることと存じます。 

 このほか災害時の事故等に対応する保険制度につきましては、公設消防団が加入する福

祉共済制度がございます。これは公設消防団の活動時に自衛消防団が協力者として活動し

ている場合において事故等があった場合には、公設団員と同等の保険制度が適用されるこ

ととなります。 

 しかしながら、平常時の訓練を初めとした自衛消防団独自の活動においてはこの保険は

適用されませんので、御注意をお願いいたします。こちらについては、先ほど申し上げま

した活動助成金を御活用いただき、任意で傷害保険に御加入いただくことになります。 

 改めて自衛消防団、女性防火クラブの皆様方には、地域防災力向上と地域住民の安心安

全のため引き続き御活躍を期待するとともに、当町においても限られた財源ではあります

が、活動助成及び資機材事業費を初めとした必要な支援を継続して実施していく所存でご

ざいますので御理解と御協力賜りますようお願い申し上げます。 

○関洋三議長  再質問、１２番、松下一美君。 

○松下一美議員  ただいま、町長の答弁にもありましたが、災害時においては自衛消防

の身分の補償というんですか、そこに曖昧さがありまして、消防団員とか公設の方々の要

請を受けるとか、そういう場合においてはこの補償というものが適用されるようになって

おります。 

 ただしかし、話にもありましたように、訓練時とか出動時、また災害の例えば火災なん

かの鎮火の後で、帰る場合にとかにいろいろな事故とかに遭うということもありますが、

そういう場合においては全くの補償外でありまして、なるほど機材につきましては、旧満

濃におきましては最高限度４０万円とか縛りがありましたけど、少しは改善いただきまし

て２分の１助成ということであります。 

 しかし、軽の消防の積載車になりますと高額でありまして、やはり２２０万円ぐらいは

するかと思われます。その場合、２分の１といってもなかなか小さい集落でありますと、

その半額であります１１０万円といえば、やはり戸数割にしますとかなりな負担になって

こようかと思われます。そして何といっても軽といえども積載車になりますと、二、三名

の方がおれば出動できます。 

 しかし、今の現状においては、可搬ポンプ等を軽自動車なりに乗せかえしなければなり

ません。やはりその場合にいろんなホースとか器具類をいれますと、出動するまでには相

当な時間を要します。私の近くにおいても神社のぼやがありましたけど、やはり出動する

までに約２０分以上はかかったかと思います。そうすると、南部消防などはもう既に鎮火、

おさめていただいておりまして、鐘を鳴らしながら帰っているような非常に悲惨な目にも

遭ったことがあります。 
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 そういう状況から、何としてでも車を購入したいなということで、町の２分の１助成を

受けて導入いたしております。やはり災害時、出動時においては、素早い対応ができるの

が現状であります。今の２分の１助成といえども、なかなか導入が進んでいってないのが

現状でありますので、できればその辺につきまして、町のもう少しの考え方ができないも

のかお尋ねいたします。 

○関洋三議長  答弁、総務課長、齋部正典君。 

○齋部総務課長  松下議員さんの御質問にお答えいたします。 

 現在の自衛消防団は特定地域内の住民が構成員となりまして、自分たちの地域は自分た

ちで守り合いをするということで編成された自主防災組織の最たる専門集団であるという

ふうに考えてございます。 

 そういう中で、今後とも地域の安全・安心のために頑張っていただくことにはなるわけ

ですが、今、言われましたように、確かに車両がなければ、いざ事が起こったときの出動

が時間がかかるということになるのは存じ上げております。ただ、先ほど町長も申し上げ

ましたが、まんのう町、今現在、公設消防団がございまして、それを維持をしているわけ

ですが、まんのう町は４０７名という定員を持っておりまして、町では最大の団員を抱え

ている公設消防団でございます。そのところで、自衛消防団の立ち位置といたしましては、

それぞれの特定した地域の中の防災に特化された活動をされていることになります。そこ

に公設と同じように車両を御購入いただく費用を負担をしていくというのは、町の財政的

なところからいきますとなかなか難しい状況がございます。 

 そういう中で、できますれば、今現在もですが、２分の１ということにはなりますが、

この費用をしっかりとそれぞれの自衛消防団の中で計画的な積み立てなりをしていただい

て、車両の補助にしていただくことになるかなというふうに考えてございます。 

 保険等につきましては、先ほど、火災の鎮火の後の事故等もお話がありましたが、火災

の出動をした場合には、これはもう行き帰りについても該当になりますので、その点につ

きましては問題ございませんので、よろしくお願い申し上げたらと思います。以上で、御

回答とさせていただきます。 

○関洋三議長  再質問、１２番、松下一美君。 

○松下一美議員  南部消防におきましては、ただいま５６名と、公設の４０７名のうち

のやっぱり今現在においては３８７名と伺っております。そして先ほどの仲南の婦人消防

も合わせましても約８００名でありますけど、やはり平日においては、南部といえども２

交代制でありまして、半数の２５名前後でなかろうかと思われます。 

 それとまた公設、そしてまた自衛におきましては、それぞれ皆さん方、お仕事をお持ち

の方が大半でなかろうかと思っております。そういう点で実質的に町が把握しております

８００名近くといっても、実際活動できる、出動できる方は限られてこようかと思ってお

ります。 

 そしてまた、平成１６年でありますけど、私ども１０月１９、２０日の台風２３号であ
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りますけれど、相当な被害が出ておりまして、旧満濃地区におきましても４７５カ所に及

ぶ災害申請区域がありました。当時の土地改良課長であります栗田副町長が担当でありま

したからよく御存じかと思われますが、そのうち長炭地区においては４５０カ所にも及ん

だと思っております。そのときの雨量が４５８ミリでありましたけど、山間部においては

６００ミリを超えていたのではないかと思っております。そしてまた２０日の午後１時か

ら２時におきましては、７２ミリという想像を絶する雨量でありました。 

 そういう観点から、やはり自衛消防は限られておるとは言われますけど、皆さん方、地

域のことでありますので使命感を持っております。そしてまた住民の安全と生命を守ると

いう観点から、我々も要請でもなくしてもやはり屯所へは待機をしておりますし、必要で

あれば、そのときを見計らって出ているのが現状であります。 

 しかし、私も屯所、自衛消防を預かるものの１人として、やはり災害出動で一番気を遣

うのがけがのないようにという、２次災害の起こらないということは常に念頭に置いてお

るのが現実であります。そういう点を考慮いただきまして、先ほど、公設は無理でないか

と言われておりますが、今現在、町は自主防災に相当力を入れて、アンケートをとられて

おります。そういう中で、町が本腰を入れるんであれば、自衛消防もしっかりと見直しを

いただきたいというのでありますが、その点についてお答えをいただいたらと思っており

ます。 

○関洋三議長  総務課長。 

○齋部総務課長  松下議員さんの再質問にお答えします。 

 自衛消防の再度の見直しというのはあるのかなという話でございますが、確かに平成１

６年の台風２３号災だったと思いますが、これは今までにない大変大きな災害が日本中と

いいますか、該当したところには発生したところでございます。これに対応するというの

は、現状では最大限の災害を想定した人員、機材等の整備というのは、実際のところ、そ

れは難しいことでございます。 

 そういう中で、今、まんのう町の財政の中で最大限でき得る限りの体制づくりは、これ

は逆に言えばやっておかなければならないというふうに考えております。 

 先ほども言われましたが、３０年以内に大地震が発生する確率が７０％、また昨今、ゲ

リラ豪雨等の大雨、洪水、また土砂災害というようなことがもういつ起こってもおかしく

ない現状でございます。これに対応していただくのは、まさに消防団、公設、また自衛消

防等でございます。一朝事あった時には、住民は頼るものは消防団でございます。そのた

めにも防災担当といたしましては、今のこの現状がいいのかどうか、再度、検討させてい

ただきながら進めさせていただけたらと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

○関洋三議長  １２番、松下一美君。 

○松下一美議員  ただいま総務課長の答弁でありますけど、旧満濃町のときにおきまし

ては、やはり５分団ありました。その中に１０カ所の自衛消防を傘下に入れてはどうかと

いう提案のもとに、自衛消防といたしましてもやはり身の安全ということで、保険という
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ものを公設並みに扱っていただいた経緯があります。合併の時点でしっかりとそこら辺は

やっておくべきだったと思いますけど、この際、自主防災組織の見直しということで町が

力を入れていくんであれば、自衛消防につきましてもしっかりとお願いしたらと思います。

質問を終わらさせていただきます。 

○関洋三議長  以上で、１２番、松下一美君の発言は全て終わりました。 

 ただいまから午後１時まで休憩といたします。 

休憩 午前１１時５２分 

再開 午後 １時００分 

                       （藤田昌大議員着席 午後１時００分） 

○関洋三議長  休憩を戻して、会議を再開いたします。 

 引き続き、一般質問の通告がありますので、これを許可いたします。 

 ８番、白川年男君。 

○白川年男議員  ただいま議長の許可をいただきましたので、一般質問に入らせてもら

います。 

 私も今まで中山間とか森林、山林、この辺についていつも何回か一般質問をしてまいり

ました。 

 まんのう町においては教育面とか、あるいは光ファイバーを含めてインフラ整備、この

辺は本当にそれこそ一流企業が来ても飛行場も近いし、即、そういう企業も誘致できると

は思いますが、そう一足飛びにはいかんだろうと思うので、本町の特色としては１９５平

方キロメートル、これの７割が山林でございます。そしてあと農地、だからこれから山林

をいかにきれいに整備していけば、さらにまんのう町がよくなってくるのは目に見えとる

といえばちょっと大げさになりますけども、この広大な森林をいかに活用していくかとい

うのが、これからのまんのう町の一つの方向性でなかろうかと常々思っております。 

 いつも言いますけども、農地は中山間直接支払制度とか、今度、また新しく多面的機能

支払制度、こういうのでカバーしとるから、私たち中山間においてはさらによくなってく

るだろうとは思います。 

 そして、この森林を前回も竹をいかに有効に使うとか、あるいは今回は視点を変えて、

森林を漢方薬木とか、あるいは遊休農地、その辺を薬草に方向転換、こういうのをしては

どうかと。これも現に私が思いついたんではなしに、人さんもしておるし、ほかの高知と

か徳島、あるいはいろいろネットとかそういうので調べると、うまく利用しているところ

が多々あります。 

 そして、昨今、漢方薬は中国から今までずっと入ってきたんですけど、それがなかなか

入りにくくなって、そして生薬問屋とか値段も高騰して、それを例えばこういう津村順天

堂いうんですか、ああいうところとか、漢方薬メーカーも四苦八苦しておると。 

 だから熊本県の、後で話しますけど、小さいまんのう町と同じぐらいな町ですけども、
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それを町長みずからツムラと話して、そしてそういう熊本の南の球磨郡いうたら本当に球

磨川の上流です。急峻な山の中でなかろうかと、私も球磨川いう川は知ってますけど、人

吉盆地、五木の子守唄で有名な、そういう山の中でもどうしたらこの地域の活性化ができ

るかと、町長みずからそういうメーカーと交渉したという事例も出ております。 

 そこで最初に、漢方薬木、薬草について、高知県も仁淀川の上流に越知町という、面積

は非常に大きいところですけど、ここにおいては、香川県でもどこでも米の値段も低迷し

て、これからの農業をどうしていったらええかというさなか、ある農業法人とヒューマン

ライフ土佐とか、その地元の越知町、そして高知県、その辺４者でタイアップして、これ

もツムラですけど、土佐ツムラの森、こういうのを立ち上げて、森林整備をすることによ

って仁淀川水系を保全して、そしてこの森林は森林で活用し、そして薬木を植えたり、ま

た薬草をその地域住民、１００人から余っての人たち、そういう組織をつくって、薬草と

してミシマサイコ、当帰、芍薬、この辺の薬草、約２０品目、もちろんそういう販売元、

それをツムラいうところへタイアップしておるから、何をつくってもやっぱり売り先いう

のが大事なんであって、ここと契約して、そして減反品目、まんのう町で言ったらヒマワ

リみたいな感じに、町が減反品目にカウントしておるわけです。だからこういう事例が高

知県、近くにあります。 

 そしてあと、塩江からちょうど我々のすぐ南の美馬市、徳島いうのは、昔、畑作中心で、

そしてたばこが主産地で、池田あたりが主産地で、大きい専売公社とか、池田も昔は非常

に繁栄した町だったと。今も市ですから大きい町だろうと思います。美馬市においてはた

ばこももう終わって、次に何をしたらええだろうかと。そして美馬の役場が陣頭指揮をと

って、これからこういう薬木、薬草を考えていったらどうだろうかと、こういうことを、

この近くですけん、足を運んでも近いと思います。美馬市においてこういう薬木、薬草を

しております。 

 そしてもう一つ事例として、さきに申し上げましたように、熊本の一番南、人吉市のほ

うにあさぎり町という、今、申し上げました球磨川の上流です。この辺に、愛甲一典、こ

ういう町長が最初町長になって、そしてこの球磨川の上流、五木の子守唄やそういうんで

有名なこの辺をどうしたら地域が活性化するかと、こういうのをいろいろ四苦八苦して、

この町長、なかなかおもしろい人で、町にまず職業あっせん所いうんか、ハローワークみ

たいなものをつくったり、それからそういう、今、言った、ツムラがたまたま全国に北海

道から始まって、方々へ地方の山間部等々、中国から原料が入らんから、そういう地方、

地方でこういうのはどうだろうかというのを募集しておるときに、この町長がツムラへ出

向いていって商談をまとめたと。そういうなかなか本当にその地域を愛する町長でなかろ

うかと思っております。 

 そして、お見合いと一緒で、ツムラは生薬が要ると。それからその地域は何かで活性化

すると。そういう二つのニーズが合ってうまくいったんでなかろうかと思っております。 

 そしてその中で、町長いわく反当たり、女の人１人で手取りで３６万、だから徳島の上
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勝町も葉っぱビジネス、あれで年寄りでもいうたら失礼やけど、お年寄りの方でもそれと

よく似て、年金プラス３６万、これだけ入りゃなかなかいいんでなかろうかと。ほんだら

例えば１町つくったら、手取りで３６０万といったら本当に大したもんです。だから女の

人、６０の定年した人が３６万入るんだったら、私もこれはなかなかおもしろい商売やな

と、私も始めてみようかなと思うぐらいで、そしてあとそれが球磨の上流のあさぎり町、

そしてこの近くにだって本当に、私、知っとる、皆さんも知っとる人なんですけど、薬草、

薬木をずっと裏山へ植えて、そして白川さん、やっぱりこれからはこういう時代になって

くると思いますよと。ほんだけども、これはやっぱり白川さん、まんのう町が音頭をとっ

てくれたらまず成功しますよと、その人、太鼓判押してくれるぐらいです。 

 私、いつも思うんですけど、まんのう町へトヨタを呼んでくれたらなおええけど、アサ

ヒビールが来てくれたらいいと思います。しかしそういうホームランはまずないと思うん

です。やっぱりこつこつと、これに限ったことでなしに、やっぱり小さいことから、全部

が全部、何ちゃ私、山林全部薬木植えたらええとか、そういうことは毛頭言うわけでない

んであって、まず町がリーダーシップをとって、こういうんが大事なんでなかろうかと。

まず何からでも町がやっぱりやってもらわんことにはなかなか難しい。そうすると成功す

るんです。町がそんなに音頭をとってくれりゃ、まず栗田町長が先頭に立ってしてくれた

ら、まずや成功すると私は確信しておるんです。 

 そういうなんで、こういうことを白川さんしたらどうですかと。そういう観点の中で、

少しずつ質問に入らせてもらったらと思います。 

 だからまず米の代替品、これでまずすぐにはなかなかこれもいかんだろうと思うけど、

善処するとか、検討するとかいうことになるかもわからんけど、それはもう検討はしても

らわないかんのですけど、まずヒマワリみたいな感じで、少しでもこういう薬草あたりを

代替品としてやっていくと。こういう考えはどうか、それについて一つ質問したいと思い

ます。 

 それからあと、このあさぎり町のように町長がもちろん出向いていかんでもかまんので

あって、議員が行ってもかまん。町長の名代で議会の誰かが行ってもかまんし、そういう

ツムラでのうてもかまんのであって、そういうところと次の農業をどういうふうにしてい

くかと、そういうことをやっぱりいろんなあの手この手でまんのう町の将来を考えてもら

いたいわけです。だからその２点についてまず町長の姿勢というか、考えをお尋ねしたら

と思います。 

○関洋三議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  白川年男議員さんの、山林と漢方薬木、薬草についての御質問でございま

す。 

 薬木、薬草を栽培して、山林また耕作放棄地の有効活用を図ることは、森林整備や耕作

放棄地解消を図る上でよい方法だと思います。 

 ただいま紹介いただきました事例によりますと、地域の生産者が組織をつくり、供給体
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制を確立し、生薬会社との契約により栽培されております。まず、栽培に適した品種選定、

需要、購入先があるのか、需要に見合った生産量が確保できるかなど研究する必要がある

と思います。 

 町内にも、薬木、薬草を栽培し生薬会社に出荷されておられる方もおられますが、栽培

管理、生薬会社との交渉など、御苦労されたように聞いております。 

 生薬会社の企業誘致につきましては、町内に薬草栽培組織ができ、栽培面積も確保でき、

企業の要望される原材料の確保ができる体制が整わないと、企業にも応じてもらえないと

思います。 

 町内で現在活動しております野菜などの生産農家で組織する部会、協議会では、会員相

互の連携、研さんにより、生産技術の勉強や共同出荷などにより、経営の安定に努められ

ております。 

 その組織の一つで新規作物、推進作物などについて研究されておりますまんのう町地域

振興研究会において、薬木、薬草についても研究課題の一つとして取り組んではどうか協

議されるようでございます。 

 このような組織の中で、栽培技術や販路などについて十分検討いただく中で、県や農協、

関係団体の指導、協力をいただくとともに、町としても森林整備、耕作放棄地解消にも地

域、組織で取り組む研究などに対しまして支援をしてまいりたいと考えております。 

 また、森林整備につきましては、２６年度から国庫補助事業実施に伴う町上乗せ補助や

単県造林事業の町補助分を増額しており、先日の林業推進員会や森林組合を通じ周知を行

い、事業への取り組みをお願いいたしております。 

 今後とも森林組合と連携し、森林整備を推進してまいりたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○関洋三議長  再質問、８番、白川年男君。 

○白川年男議員  そういう、今、町長が御答弁いただいたその組織の中でやっぱり検討

していく、それはもうもちろんまずそれから始めないかんだろうとは思います。そして森

林についても、３月の定例会ですか、それで三木町や同じように、１００％きちっとした

計画を立てれば、林道とかそういう道もきちっと、今ごろはやはりきちっとした、少なく

とも軽トラ、あるいは３メーター道ぐらいがなけりゃ、なかなか車の時代ですから、そう

いう森林整備には道がまず必要かと思います。それについてもまず補助が、もちろんそう

いう計画の中での森林組合とかその辺との折衝の中で、計画の中で進んでいくことだろう

とは思います。したがって、そういう中で道をつけて、そして私の近所の知り合いの人も、

この辺はどなんいうたって道をちゃんと入れなんだら、シイタケの木を取り出すにしろ、

あるいは植栽するにしろ、やはり道が一番やと。そういうなんで、ことしから１００％そ

ういう補助が出るとは知らなんだと。十分承知してない人もおろうかと思うんです。そう

いうなんで、まあまあ私もその地域へ帰ったら、こうこうこういう補助金いうんか、１０

０％まんのう町もあれができるんで、その辺をうまく利用して、窓口は西部森林組合、あ
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るいは仲南の森林組合と、そういうところといろいろ相談したら、山の整備にうまくやっ

ていけるんだと。だからこの薬木だけが山の整備ではないんであって、あるいはシイタケ

の木であろうと、あるいはスギ、ヒノキ、その辺についてももちろん同じように道がなけ

りゃなかなかうまくあれもできんので、あと下草の刈り取りとか、そういうのも森林組合

と相談して、十分対処できるんだと。そういうのを我々も地域に帰ったらその話はします

が、そういう中で、そんなに大々的に何反も何町もいうたらすぐにはいかんだろうと思う

んで、まずは少しずつ山の整備で、木を切るんでもなかなか難しいもんがあって、１反以

上やったらいろいろな届け出とかかかってくるもんで、その辺を十分森林組合と相談して、

私を含めて議員の皆さん方も、地域に帰ってこういう方策はどうだろうかと、そしてこう

いういろんなここにおられる企画や産業経済課、その辺、皆さん、しっかりした人がおり

ますんで、ツムラの情報とか、あるいは美馬町の情報とか、あるいは越知町がどういうふ

うになっておるか十分掌握しとるとは思いますが、その辺について、今後、どういうふう

に対応していくか、担当課長に一言返答いただいたらと思います。 

○関洋三議長  答弁、産業経済課長、久留嶋一之君。 

○久留嶋産業経済課長  白川年男議員さんの御質問にお答えします。 

 森林整備につきましては、先ほど申されましたように、２６年度から補助率を増加して

おります。ただ、国庫補助事業等につきましても、当然要件がございますんで、そのあた

りをクリアして満たした段階で、最高で事業費として見られるという話であって、その要

件がかなわない場合については、補助率は少し下がってくる可能性がありますので、その

点をお含めいただいたらと思います。 

 それから薬草、薬木でございますけれども、先ほど議員さんのほうから言われましたよ

うに、地域で実際、薬草、薬木をされておる方もおられます。それで、現在、徳島東みよ

し町に１つ生薬会社、それと香川県内に香南町のほうですか、２カ所生薬会社がございま

すが、そちらのほうと相談しながら栽培等もされておるようでございます。それを実際栽

培されておる方につきましても、先ほど、町長の答弁にありましたように、研究会のほう

にも加入されておりますので、その中でいろいろ研究、どういう品種とか、需要が見込ま

れるのはどんなものかとか、そういうものも研究していただいて、そのあたりにつきまし

ては町としても支援をしていきたいというふうに考えておりますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

○関洋三議長  再質問、８番、白川年男君。 

○白川年男議員  そういうんで、それはいろいろ個人ではなかなか難しいと思うんで、

地域の組合とかそういう中でいろいろ調べていかないかんだろうとは思うが、やはりその

中でできるだけ町も生薬会社とかそういうところとも、どういうふうなニーズが入ってお

るとか、その辺を十分調べてもろて、先ほど申しましたように、ブロッコリーがまんのう

町の特産やいうても、なかなかそんなにはどんどんはうまくいかんだろうと思うんで、あ

の手この手と、ホームランはないと思うんで、いろいろな何人かの少人数でも、１０人で
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も、少人数から始めて、町が音頭をとって、これだけの広い１９５ヘクタール、その７割、

どうせ１３０町、もっとの面積があるんで、これをいかに整備していくかと。そうすると、

もちろんイノシシとかそういうのも、山をきれいにしたらイノシシも減ってくるんではな

かろうと思うが、やはり出てくる回数が減ると思うんです。土器川でもやっぱりイノシシ

がたくさんおるんです。というのは、隠れ家があるから土器川にもたくさんおると。だか

ら自分たちの地域をきれいにする、環境を整備する、そういう意味合いの中においても、

裏山をきれいにして、そして薬木、薬草、本当にミシマサイコとかこういうのは非常に体

にええんで、肝臓障害とか、お酒を召し上がる方は肝臓に非常にええんで、確かにこうい

う体にいいことばかりで、そしてこういうふうに上勝町が介護とかそういう年寄りでも元

気な人がいっぱいおると。毎日、そんなにいつも山に行かんでも、ちょいちょい山へ行っ

て近隣を整備する、これはもう絶対に大事なことでなかろうかと思うんで、時間も余りな

いんで、その辺を総括的に町長から、こういうふうに前向きに検討するんやと、そういう

一言を町長の最後の総括をいただいたらと思います。お願いします。 

○関洋三議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  白川議員さんの再質問にお答えいたします。 

 今、米の生産調整における特定作物としての薬草に対する補助金というのは、現在、県

下では実績はありません。しかしながら、山林での薬木植林につきましては、種子及び採

集方法等により造林事業に該当する場合と、開発行為になる場合が考えられますが、造林

補助事業の要件を満たせば、補助により整備が可能になるんじゃないかなと、このように

は考えております。 

 また、ヒマワリのようにということでございましたが、ヒマワリにつきましては長年の

地域での取り組みや計画や、そして実績があっての補助金ということでございますし、ヒ

マワリにつきましては、特に生産法人としての会員の皆さん方の生産者の意欲、また生産

者同士の連携、そしてその中にはリーダーが存在すると、こういったことも非常に重要で

ないかなと、このように思っておりますし、まず一生懸命に頑張ってやっておる、やる気

のある人には、町としても補助金を出していきたいなと、このように思っております。 

 また、トップセールスについてだろうと思いますが、今、もうどこの首長さんでもトッ

プセールスに走っております。私もちょうどまんのう町はブロッコリーが非常に盛んで、

協栄管内で２億円年間売り上げておるということでございまして、このブロッコリーにつ

きましては、訪問販売、店頭販売ということで、東京のほうの市場、また大阪のほうの市

場回りましたし、最近では岡山の青果会社のほう等も回りまして、まんのう町のブロッコ

リーということで非常に人気もいいわけでありまして、そういったことではっぴを着て、

トップセールスで店で店頭販売もいたしたりしておりますので、そういうことはどんどん

やっていきたいと、このように思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○白川年男議員  御丁寧な答弁ありがとうございました。これで私の一般質問を終わら

せていただきます。 
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○関洋三議長  以上で、８番、白川年男君の発言は全て終わりました。 

 引き続き、一般質問の通告がありますので、これを許可いたします。 

 ７番、本屋敷崇君。 

○本屋敷崇議員  ただいま議長より発言の許可をいただきましたので、一般質問の通告

書に従いまして質問させていただきます。 

 今回から３回という制限がなくなりましたので、いつもここ最近、細かい通告書を渡し

ていないところもあって、１回目の質問がちぐはぐになるところもありましたので、今回、

いつもなら書いてくるんですけれども、今回は件名として、質問として町内の組織体制に

ついて、中で細分化して課長会のあり方、課内の仕事のあり方、町長のリーダーシップに

ついて、その他という形で質問させていただいております。 

 この質問をすることによって、町執行部のほうに今現状を見直していただければと思う

ところもありまして、まず最初に、町長のほうから多分答弁書の中で、現状と課題とその

辺に対する対策が入っていると思いますので、それを聞いてから再質問とさせていただき

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

○関洋三議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  それでは、本屋敷議員さんの町内の組織体制についての御質問にお答えい

たします。 

 課長会のあり方、課内の仕事のあり方、町長のリーダーシップについて、その他という

ことでありますが、少し抽象的で、御期待に応えるような答弁ができるかどうかわかりま

せんが、答弁をさせていただきます。 

 まず、課長会のあり方でございます。 

 庁内の最高意思決定機関である課長会につきましては、今後、ますます複雑、高度化す

る政策課題に対して、先見性、専門性を持って議論、意思決定を行うことを目的としてい

るところでございますが、時として関係者を集めて会議を開催することだけが目的化して

しまい、活発な議論が行われることがなく、必要な結論を効果的に導き出せていない会議

となっている場合も見受けられます。 

 それには会議そのものの必要性をどう考えているかが重要であり、会議をとりあえず会

って意見交換する場から、会って話すべき事柄のみを集中的に議論し、必ず次の行動に結

びつける結論を得る場に転換する意識改革をさらに高めていき、課長各自がまんのう町住

民の幸せと福祉を充実させるために与えられた業務と職員を効率的に活用することが求め

られておると考えております。 

 そして、課長の使命はまずニーズを的確に把握することでなければなりません。そのた

めに職員も含めて常に住民と継続的に接触していく必要があり、施策プランは可能な限り

現場主義の立場に立つ必要があると考えております。 

 次に、課内の仕事のあり方でございます。 

 それぞれの職員は業務分担により、同じ課であっても全く違う専門性の高い業務を行っ
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ておりますことから、業務量に偏りが出た場合のワークシェアリングがうまく機能しない

ところでもあります。 

 地方分権社会における大転換期にあって、地方自治の担い手である自治体職員には旧来

の時代の事務処理能力にとどまらない柔軟で新しい能力が求められております。時代は新

しい地方公務員を求めているのであります。時代が求める地方公務員をどう育成していく

か、どのように人材育成を図っていくのかは、全ての自治体にとって最も重要な課題であ

るというふうに考えております。 

 自治体が持っている目ぼしい財産はまさに人材しかないと考えておりますので、持てる

財産、つまり人材を最大限に活用して、最少の経費で最大の効果を生むよう努力する所存

でございますので、御理解のほど賜りたいと思います。 

 次に、町長のリーダーシップについてのお尋ねでございます。 

 私はこれは大きく２つあるというふうに思っております。まず第一には、最近言われて

おります協働のまちづくりでございます。協働のまちづくりを積極的に推進できること、

これが一番でなかろうかと思っております。厳しい財政事情の中で、これまでのような行

政を中心とした行政サービスの提供には質的にも量的にも限界が来ております。今後、安

定した行政サービスを継続して提供していくためには、住民の負担と選択に基づき、それ

ぞれの地域にふさわしい公共サービスを提供することが必要になっております。将来に向

かって町の活力を高め発展していくためには、住民と行政の協働によるまちづくりを基本

に、お互いの役割分担をしながら新たな交流を生み出し、お互いに輝くことで魅力的なま

ちづくりを進めることができること、これが一番でなかろうかと思います。 

 二つ目には、先見性、先進性に富み、問題に応じ的確な判断をくだすことができること

だと思っております。財政事情がよいときには各方面の要望を満遍なく受けとめて豊かな

予算を組むことができてまいりました。そして住民にもそれぞれ納得をしていただけるよ

うな行政を展開することが可能であったわけでございますが、現在の厳しい財政事情の中

では、なかなかあれもこれもというわけにはまいりません。時には勇断を持って今までの

事業を中止せざるを得ないこともあろうかと思います。そして時代を先読みした先進性や

先見性を常に持っていることだと思いますし、また自治体は日々意思決定をしなければな

りませんが、大小の意思決定を的確にタイミングを外さずにできること、時には町民の先

頭に立ち、生命と財産を守るために急を要する場面でも的確な判断をくだすことができる

こと、これが私は町長のリーダーシップであるというふうに考えております。以上でござ

います。 

○関洋三議長  再質問、７番、本屋敷崇君。 

○本屋敷崇議員  ありがとうございます。 

 今、町長のほうから各分野における現状と課題という部分を出していただいたわけです

けども、まず課長会からいきましょうか。 

 課長会のほう、とりあえずの会になっているんではないかと、自分でもわかっていると
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いうことだと思うんですけれども、それは僕らもわかっているんです。なぜなら、執行部

のほうからうちのほうに出てくる資料の乏しさ、これからいっても、まず庁舎内が機能し

ているのかという部分に疑問点がつくということはあります。 

 また、ＰＦＩ事業でもそうですけれども、ＰＦＩ事業というのは今までの公的な仕事か

ら民間へシフトしていくために、ひとつ先進的な事例として取り入れていきませんかとい

う話も僕のほうからもさせていただいたし、議会、執行部、共通事項ではあったにもかか

わらず、多分、今、ここに座っていらっしゃる課長でＰＦＩ事業に関してわかっている方

がどれだけいるか。多分、私よりわかっている課長はいないんではないかと思うんです。

担当だけが知っている。本来なら課長会においてＰＦＩ事業とはこういうものであり、８

０億円をもの事業をつくるんであれば、課長会の中で喧々諤々と話をし、それが議会に上

がってこなければならないものが、課長会はそこで議論していないわけですよね。何のた

めの課長会なのか。課内をまとめるだけなら課でやればいいわけですよね。課長会という

のは基本的に横のつながりですよね。今、現状として、まんのう町の総予算の中での、今、

必要なものは何かということを課長で決めていく、横のつながりの会だと思うんです。縦

のつながりは課ですから。この縦割りの行政を結びつけていく中で、とても大事な位置に

ある課長会がおざなりの課長会になっているというのはとても悲しいことだと思うんです。

まずこの課長会、今、とりあえずの会になっているということがわかっているわけですか

ら、じゃあどうするのかという答えを欲しい、これがまず１点です。 

 次に課内の仕事についてですけど、重要な課題であると、人的財産を育てていくために

は大事であるというような話ですよね。そのような話が出たけれども、努力するという言

葉で終わっているんです。そこがまたこれも課題はわかっている。その課題を克服するた

めの手段が提示されないんです。手段が提示されれば、私たちも、いやいやこっちの方向

がええんではないんでしょうか、こういうやり方もありますよというような話ができるん

ですけども、手段の提示がないままに努力しますでは、話ができないんです。だから本来

なら、今、もう町長８年もしてきているわけですから、この人的要素をいかに育成してい

くかというところのビジョンがなければいけないんだと思うんです。だったらそのビジョ

ンを見せていただきたいという話です。 

 僕もこの前回の８年間において、いろいろな職員教育とかそういった部分、他市町の事

例も出しまして提案もしてきましたけれども、それが反映されている感じではない。反映

されていない。今までどおり。そして今までどおり課題のまま。全然前に進んでないんで

す。前に進めるための１手を見せてくれないでしょうかというのが２点目です。 

 それと、課長会も課内も政策を教えていただきたいという話ですけども、あと町長のリ

ーダーシップという部分ですけれども、さっきの２つの話にも加わるんですけれども、要

は２番目、先見性、先進性、その部分、かなり大事だと思うんです。 

 今回、一般質問を見ていただいてもわかるように、ごみ問題であったり防災問題、資料

を提出してくださいとか、デマンドタクシーの問題、人口減少対策、交通対策、山林対策、
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農業対策、同じような課題が８年間ずっと出てきているんです。しかしながら、きょう、

きのうの答弁を聞いても、町長、自分で言っていてわかると思うんですけども、検討しま

す、前向きに、ずっとなんです。本来、私が考える一般質問というのは、うちら議員１６

人しかおらんのです。１６人で年間の予算もしれている中で、それなりにこのまんのう町

をどうすればええかということを考えながら、先進地の事例を出してきてどんどん質問し

よるわけですけども、皆さん、課長が１６人、私たちの倍近い給料をもらって、その下に

は２００人を超える職員がいるんです。皆さんには９０億円という、それを使うための予

算措置まであるわけです。私たちが聞いたら、当然、そんなの知ってますよ、議員さん、

こうこうこういう事例があって、こうなっとるんですわと。しかしながら、うちの町では

調べた結果、こうこうこういう問題があって、うちの町ではまだいけんと思いますわとい

うような話になればいいですよ。しかしながら、今までずっと検討します、検討します、

検討します。仕事をしてないんじゃないかと言わざるを得んのです。もっと僕たちが欲し

いのは、どうやろか、本屋敷君、聞いてくれよと。あそこでこんなことしよんやと。今度、

これやろうと思うんやけど、どう思うかなと。今、課長に調べてもらいよるんやけど、年

間予算がこれぐらい要るんやと。でも、こっちの予算を切ったらここでいけると思うんや

けど、どうかなというのを議会に示してほしいんです。それに対して議会がちょっと待っ

てくれと。それも大事やと思うけど、今はこっちのほうが大事ではないやろかとか、そう

いうふうに進めていくのもわかるけれども、こういうやり方もあるよというやり方が一般

質問ではないんかなと思うんです。ずっと提案します、検討しますの８年間なんです。深

いところで建設的な意見交換ができていないんです。それのための俎上もないんですよ。

今、行政としてこれだけのことがわかっている。今もあったように課題もわかっている。

課題がわかっているのに手をつけようとせんのですよ。それを手をつけるように後押しす

るのが町長の仕事なんではないんかなと思うんです。多分、課長さんたちも、あそこはい

かんな、でも大変やなで終わっとるんですよ。だから町長には、おい、あれどうなっとん

やと。そういう課題があるんかと。じゃあ次の課長会までに３つ施策を持ってこいと、そ

れの裏づけもつれてこいよというような指示を出すのが町長の仕事なんではないんかなと

思うんです。それが、今、できてらっしゃるのかと。多分できていれば、こういった話を

するときに、そういった裏づけもあって、そういった方向性も示していただけるんだと思

うんですけれども、それがないんだと思うんです。 

 今、私が言った、町長の役割としての部分をどう思うかというのが３点目で答えていた

だければと思いますので、よろしくお願いします。 

○関洋三議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  本屋敷議員さんの質問にお答えいたします。 

 まず第１点目の、課長会のあり方ということでございますが、先ほども申し上げました

ように、おざなりな点があるのかなというふうに自分自身も反省をいたしております。 

 この点については、過去も、今のような課長会ではいかんがと、もっと議論をするよう
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な場でなかったらいかんということで、何回かいろいろ軌道修正はしてきていたつもりで

はありますが、何かもとのところへ戻ってきたのかなという感がしておりますので、この

点については、町が抱える重要課題については課長会でいろいろ議論をしていく、また、

課長会の中では情報交流をするというようなことにもしっかり努めてまいりたいと、この

ように思っております。 

 また、課長会の中でもっと議論すべきことがたくさんあろうと思いますので、それにつ

いては進めてまいりたいと思います。 

 また、課内の仕事のあり方でございますが、それぞれ課の職員、専門分野で仕事をして

おるところでございますが、本当に住民のニーズが多様化しておりますので、いろんなと

ころで問題点も起きております。それはやはりグループ、また課の中でいろいろお互いに

相談をし、知恵も出し合って、グループ全体でいろいろ取り組んでいくということ、これ

が非常に大事でなかろうかと思っておりますから、もっと課の中の議論というものを進め

ていきたいなと、このように思っております。 

 また、きのう、きょうの一般質問の中での答弁が検討しますということに尽きておると

いうようなことでございますが、なかなか先進地の事例等も議員さん方から紹介いただい

て、当然、担当課のほうでもその事例についても十分調べますし、それ以外にもないかな

ということで、十分検討はいたしております。 （三好郁雄議員退席 午後１時５６分） 

 ただ、今の町の状態の中でそれをすぐやりますとか、できませんとかいうなかなか返答

がしにくい。検討してみますという答えにはなってくるのが多かったかなと思っておりま

すし、この８年間でもいろいろ町としても新しい先進的な取り組みもやってまいりました。

一番大きいのは私は光ファイバー事業じゃないかなと、このように思っております。これ

も議員の皆さん方の後押しもあって、今、この情報基盤が香川県でまんのう町が一番進ん

でおると思います。Ｊ－ＡＬＥＲＴの緊急地震速報の速報が町内地域全域に流れるという

のは、たしか香川県ではまんのう町だけであろうと思います。これも非常に他の市町に先

駆けて取り組んだ事業だと思っております。しかしながら、その後、それを十分生かせて

いないということも御指摘があったことがあろうかと思いますが、これも事実であります

ので、これについてもせっかくできました光ファイバー事業でございますので、これをも

っともっと有効活用する方法も検討していきたいと思っております。 

 また、デマンド乗り合いタクシーにつきましても、国土交通省のほうの補助金を受けま

して、まんのう町の足の確保で何が一番いいかなというようなことで検討してまいりまし

た。けさの一般質問の中でも、福祉タクシーチケット、デマンド乗り合いタクシーするよ

りは福祉チケットを配ったほうが安上がりになるんじゃないかというような意見もありま

したし、そのほうが住民にはもっと喜んでもらえるんじゃないかなというような意見もあ

りましたが、これも協議会の中でいろいろ検討した結果、福祉タクシー券を配るのではな

く、やはり町独自のデマンド乗り合いタクシーをまんのう町は採用していこうということ

で、何回も議論を重ねた中でその方向性を、今、見つけていただいたところでございます。
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そういったことで、デマンドタクシーもやる、また福祉タクシーチケットも大幅に枚数を

ふやして配布するということは非常にできにくいので、町といたしましては、もっともっ

とデマンドタクシーを利用していただいて、福祉タクシーのほうは極力予算を抑えていき

たいなというようなことも考えておるところでございます。 

 また先ほど、やはり中止すべき事業は中止していくというような話もさせていただきま

したが、まんのう町には美霞洞温泉、またかりん温泉等もございました。かなり住民の皆

さん方の存続してほしいという意見もありましたが、今の時代にはそぐわないということ

で議会の同意もいただきまして、かりん温泉廃止しました。また、美霞洞温泉等も廃止し

て、今は更地になって公園になっておるようなところでもございます。 

 町といたしましては、いろんな国、県の補助金等も最大限に利用して、町に一番有利な

補助金等もとり、これからも新しい事業等々にも先見性を持って取り組んでいきたいなと、

このように思っておりますので、また今後とも、御理解、御協力のほどよろしくお願いい

たします。 

○関洋三議長  再質問、７番、本屋敷崇君。 

○本屋敷崇議員  課長会、あと課内の話ですけども、ともに議論を進めていくというよ

うな言葉におさまってはいるんです。多分、この閉塞感の中で打つ手が、今、見えていな

いんだろうとは思うんです。一般質問ですから私なりにそれを打開するための方法という

ものもちょっと提言させていただければとは思うんですけども、なぜ議論が進まないのか

という部分、これ、うちの議会も一緒なんです。 （三好郁雄議員着席 午後１時５８分） 

 結局、課内、そして課長会に上がるまでに、今の現状をチェックし、精査して、それを

いかにするかという部分の資料を読み解く力が、これ、前にも言いましたけども、行政の

仕事、民間から入ってきた人間からしてみると、多分、竹林さんも、きのう、そういう話

だったとは思うんですけども、数字であるとか資料をいかに活用するかという部分がすご

く乏しいんだと思うんです。議論をするものがないんです。議論をしていくのに必要な書

類がないんです。だから水かけ論になるんです、結局。水かけ論で終わるから、検討しま

すとか、もうええん違うんかとか、それで終わってしまうんです。多分、課内でもそうで

すし、課内でもこれについてどう思うかといったときに、課長のほうが、じゃあそれを検

討するのにこれとこれとこれとこれとこれの資料集めてみいといって、じゃあ調べてみま

したと。課員のほうが調べた結果、こういうグラフになりますと。他市町はこうなってい

ます。うちの現状から考えれば、今後はこうなる予定でしょうから、ここでこういう施策

を打つのが手だと思いますよという話になれば、課長会で課長がほかの課の課長に話すと

きに、うちの課で検討した結果、こういうふうなグラフになって、こういうふうになって

いきますから、こういう補助金をもらってきて、こういうふうにしたらどうでしょうかと

いうまで話をすれば、前にいらっしゃった課長とかが、ちょっと待て、あの補助金があっ

たやろうがとか、ほんならおまえ、あっちの町でしよるああいう政策とよう似とるんやか

ら、そっちのほうを聞いてみいやとか、そういう話になるんだと思うんです。結局、うち
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らがこの８年間ずっと言ってきた、そこに至るまでの過程を見せてくれというのはそこな

んです。話ができんのです。水かけ論で終わらせたくないから、下を見せてくれといよん

です。下が見えたら何も言わないわけです。じゃあそういう検討もして、そっちを選んだ

んかと。じゃあ一遍やってみいやという話になると思うんです。それが見えないから、い

やこうやろう、こうやろうが、こうやろうがという表面上の戦いだけで終わってしまう。

それは意味がないんです。 

 だから多分ですけれども、町長にお願いしたいのは、方向性、私はこれからこの部分に

おいてはこういう方向性で進みたいと思うというのを、課内においても課員においても、

また議会においてもそういう方向性をまず示していただくこと。そして、それに町長はも

う執行長ですから、それを進めていくために必要な書類、多角的な、よくあるそれを正当

化するための資料ではなくて、それを実現する、調べた結果、実現できないものはしよう

がないです。それを進めていくには必要で、越えなければいけない資料を多角的に集め、

そして議論をする。その議論の結果を見せていただく。議会に来るまでに、できれば町執

行部、町長のほうでそれだけのことをしていただきたい。であれば、今回の一般質問にも

出てきているような話、これはもう既に本来ならば課内で話ができてなければいけないよ

うなことばっかりなんです。いろいろな方面にも話はしました。デマンドタクシーにした

って、琴平、丸亀と何回協議しましたと。何回協議した結果、タクシー会社と何月何日に

協議、その協議の結果、こういうふうな話がありましたと。その話があって、それをクリ

アするために、再度、こういう方向性を持ってこうしました。それでも話が折り合わなか

ったので、最後、またこっちへ来ましたと。だから国土交通省まで行ってこういうふうな

話をしましたよというのが出てくれば、ああそうか、そこまでしとんやのと、になるわけ

です。そして金額的にはこれだけ要りますよと。福祉タクシーと比べた結果、こうなりま

すよというようなものがないんです。それが欲しいんです。町長も欲しくないですか。欲

しいですよね。だから僕たち、政治家といわれる、職員さんと違う部分で言えば、方向性

を決める､イッシュするという部分ですから、それを決めるためには資料が欲しいんです。

一緒やと思うんですよ、立場的には。でしたら、僕たちに説明する前に、自分が説明でき

得るだけの資料を職員さんに求めていただけないと。それをまとめるのは多分副町長だと

思うんです。町長は町長が政治家として判断していくためにはこれだけの資料が要るんだ

ろうから、課長会の中でこういう資料を集めなさいというふうにしていけば、おのずと人

的要因は上がっていくと思うんです。だからその資料精査、説明するだけのものを集める

という部分、それと町長は方向性をというこの２点をしていただけないかなと思うんです。

そのためには施策が要りますけれども、課員においてはそういったデータを読み込むため

の専門的な知識を持った方を月に１回来てもらうとか、本でもあるんです。統計グラフの

読み解き方と統計グラフのつくり方とか、それからつながる方向性、どう出すかとか、そ

ういったものは普通は民間企業は、入ったら、上の人から教えられて育っていくんです。

でも多分単年度決算をずっとしてきている役場内では、それが基本的にできていないんで
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す。まあまあエイヤ予算ですから。そのエイヤ予算からの脱却をしていかなければいけな

い。ですから、そういった部分の研修であるとか、そういった新人職員さんを１年間は民

間に出すとか、そういった部分の折衝、そういったものはしていただけないかなと思うん

ですが、どうでしょう。 

○関洋三議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  本屋敷議員さんの再質問にお答えいたします。 

 貴重な提言をいただきましてありがとうございました。思いは私も同じところがたくさ

んございます。これはやはり実行しなければ意味がないんだなとは思っておりますので、

一つ一つできるものからやっていきたいと思います。 

 まず、研修につきましては、県下でもまんのう町は職員のいろんな研修を受講させる機

会は多いし、結構、皆さん方、一生懸命にいろんな講習を受講しておりますし、我々もそ

の受講した成果を全てチェックをして、今後の人事評価にも生かしておるところでありま

す。 

 ただ、一つの提案として、新人職員をどこかの民間企業へ出したらどうかというような

提案もありました。それも非常に大事なことではあると思いますが、今、非常に職員の数

も減ってきておりまして、なかなかそういうほうには手が回らない。その中で一つ一番我々

もやっておったのが、県の自治振興課なりへ町の職員を派遣して、県の仕事も十分勉強し

てこいということで行っておったりしたんですが、それも職員の数が減ってきて、もうこ

の二、三年はままならないということでありますが、できないできないといっておったん

ではいけませんので、そういうことについては極力勉強していきたいと思いますし、議員

さん御指摘のように、よそへ研修に行くのではなくて、うちの庁内でいろんな人の研修を

進めて、スキルを高めていくということも非常に重要になってくると思いますので、そう

いったことも実行していきたいと思いますし、まずは資料の検討ができるような職員を育

てていく、そういったことも十分頑張ってまいりたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

○関洋三議長  再質問、７番、本屋敷崇君。 

○本屋敷崇議員  努力するという部分ですけど、その努力を形で見たいという部分です。

町長のほうが、また課長のほうが課員に対しても、今、多分ルーティンの仕事が主だと思

うんです。今まで前任者がやってきた仕事をただやるという部分で、行政改革プランがな

ぜ国のほうから地方自治体に落ちてきたかといえば、地方自治体というのは基本的に施策

を見直して何かをつくるというのが苦手なんです。３年間も同じようにやるみたいなとこ

ろがあります。一番最初のときに打ち上げて、とりあえずそれを３年間やって、そのとき

考えんかみたいなのがあるんですけど、違うんです。ずっと回っていかないかんのです。

回っていくことによって廃止もあるし、回っていくことによって変化があるんです。その

回るということがとても苦手だと思うんです。これ、課長級の皆さんに言っても、多分課

長級の皆さん自体がそういった仕事をしてきていないんでしょうから、それがなかなか難
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しいんだと思うんです。しかしながら、課長級の皆さんにそれをしていただかないと、課

員は育たないんです。一番多分大変なときの課長をしよると思います。そのためにも新し

いこと、そういった学びたいという課長、課長補佐には、町長のほうから頑張ってこいと

いうような形、また、町長、副町長のほうもきつい言葉で、こんなんでいくかと、書類を

投げるぐらいでもええと思うんです、民間がそんなんですから。おまえ、これで何がわか

るんや言われますから。何の説明ができるんやと。そんなんでないと仕事って回っていか

ないという部分から、もう少し仕事に関しての考え方を考えていただければなと思います。 

 町長のほうとしては、僕らのほうから、こんなんどうでっかというんではなくて、こん

なんどうでっしゃろかというふうに提言していただけるようにお願いしたいんです。町長

が旗を上げれば、多分、町内に活気がつきますから。だから武雄市とかもそうですけども、

おいやるぞ、これやってみようぜといったら動かなしゃあないんですから、みんな、それ

によって。とめる人もおりゃ、引っ張る人もおると思います。とめる、引っ張るが出てく

るということが動っきょるということなんです。町長はマッチポンプのマッチ役でなかっ

たらいかんと思うんです。だから頑張って火をつけて、頑張って旗を振っていただきたい。

そうすればまんのう町は物すごく元気になると思いますんで、そこだけをお願いをして、

９月の補正予算では町長のほうからそういった提言とか、予算には乗らなくても、こうい

うこともしてみたいんやけど、どうやろかというのが各委員会のほうに出てくると思いま

して、一般質問とさせていただきたいと思います。頑張ってください。よろしくお願いし

ます。 

○関洋三議長  以上で、７番、本屋敷崇君の発言は全て終わりました。 

 議場の時計で、２時３０分まで休憩をいたします。 

休憩 午後２時１３分 

再開 午後２時３０分 

○関洋三議長  休憩を戻して、会議を再開いたします。 

 引き続き、一般質問の通告がありますので、これを許可いたします。 

 ６番、白川正樹君、１番目の質問を許可します。 

○白川正樹議員  議長の許可を得ましたので、通告に従い一般質問を行います。 

 また、音声告知放送ふれあいチャンネルをお聞きの皆さん、私が１２番目の最後の質問

者です。 

 今回の私の質問は２問です。１問目はひまわり牛の次の一手はということと、２問目と

いたしまして、ふえ続ける竹林対策についての、以上２問でございます。 

 それでは１問目の質問をいたします。 

 夢のある楽しい簡単な質問ですので、よろしくお願いしたらと思います。 

 仲南地区の帆山自治会は転作作物としてヒマワリの油をとるために、集落合意によりヒ

マワリを団地化し、一面のヒマワリ畑にしました。そして、イベントとしてのひまわり祭
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り、ヒマワリの種を絞った油、ひまわり油、ヒマワリの油を加工したひまわりドレッシン

グ、ヒマワリの砕いた種が入っているひまわりアイス、そしてヒマワリの油でいためたミ

ンチが入っているひまわりコロッケ、ひまわり油の搾りかすを飼料にまぜて育てた牛、ひ

まわり牛、ここまでに約２０年が経過しております。 

 まんのう町をアピールするための方法の一つとして、ひまわりの里まんのう町があり、

ひまわり牛は今からどんどん売り出してもらいたいと思います。 

 そのための一つの方法として、例えばまんのう町にある道の駅での販売をしたらどうか

と思います。 

 それでは質問をいたします。 

 一つ目、ひまわり牛の飼育、販売での今後の取り組み計画はどうなっているかというこ

とです。 

 ２問目として、ひまわり牛の後に続くものとして、食べ物以外の商品として、香川県の

うどんネクタイ、うどんバッチのようなひまわりネクタイ、ひまわりバッチ、またひまわ

りポロシャツなどを考えてはどうかということです。 

 ３問目といたしまして、ひまわり関連商品の開発のため、プロジェクトチームを創設し

てはどうかということです。 

 以上、ひまわり牛の次の一手はということで質問いたします。お願いいたします。 

○関洋三議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  白川議員さんの、ひまわり牛の次の一手はとの御質問にお答えいたします。 

 ひまわり牛は、ヒマワリ生産者の熱意と畜産事業者の御理解、そして香川県畜産課など

関係機関の御指導、御協力により４月に誕生したばかりです。 

 現在、販売されているスーパーに問い合わせますと、売れ行きは好調ということでござ

いました。 

 今後、地域特産として確実なものにするために、ヒマワリの安定生産、安定品質、そし

てひまわり牛の品質管理、安定生産に努めなければなりません。 

 また、ヒマワリの生産者、畜産事業者、流通事業者の連携による販売網の確立と、消費

拡大を図るためのＰＲ活動が重要でございます。 

 道の駅での精肉販売につきましては、消費期限、施設などの関係で難しい状況であり、

肉料理での可能性を検討いたしたいと思います。 

 これら推進方策につきましては、ひまわり牛推進協議会を中心に検討し、実施してまい

りたいと考えております。 

 また、ひまわりの里まんのうをＰＲしていくために、仲南地区だけでなく、町全域に作

付を図ることも重要でございます。 

 今回、役場前の国道３２号線交差点にも地権者の御理解を得て、ヒマワリが栽培されて

おり、７月中旬には町の特産ヒマワリが、通勤者や来庁者の目を引くこととなると思いま

す。 
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 今回のひまわり牛誕生により、まんのう町のヒマワリが多くの方に認知されたと思いま

すので、この機会に現在商品化されているひまわり油、ひまわりドレッシングなど、ヒマ

ワリ商品の販売拡大を図り、ヒマワリ生産農家の所得向上に結びつけていきたいと考えて

おります。 

 また、ひまわり牛の後に続くものとして、食べ物以外の商品としてひまわりネクタイな

どの提案をいただきましてありがとうございます。推進協議会等で、今後、ヒマワリ関連

商品についても検討していきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○関洋三議長  再質問、白川正樹君。 

○白川正樹議員  それでは、販売についてのことをちょっと質問したいと思います。 

 先月の５月１６日、ＮＨＫがひまわり牛の取材に訪れ、ヒマワリ油の搾りかすの飼料の

ことで岩倉節夫氏が、販売等のことで久留嶋産業経済課長がインタビューを受けていまし

た。その中で、おいしさを聞かれたかどうかはわかりませんが、もちろん課長は食べ比べ

ていたと思いますけれども、味はどうでしたか。 

 私も、町内のスーパーで買った１００グラム５９７円の牛バラ焼き肉用ひまわり牛と、

１００グラム４９４円の国産牛バラ焼き肉用を食べ比べてみました。正直なところ、１回

だけだったので、どちらがおいしいかわかりませんでした。今からたくさん食べたら味が

わかると思いますけれども、今から大いにＰＲしてもらいたいと思います。 

 それで次、これはひまわりネクタイとかひまわりバッチのことについてですけれども、

例えば議員は県内外の出張のときにひまわりネクタイを締めていくとか、私は今、うどん

ネクタイをしていますが、もしこれ、ひまわりネクタイができれば、幸せの黄色いひまわ

りネクタイとして締めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それとひまわりポロシャツのことなんですけれども、例えば帆山地区のヒマワリが見ご

ろの１週間ぐらいのときに、職員全員ポロシャツで応対すれば、役場に来た人はどうした

んですかと聞いてきます。そこで、今がヒマワリの見ごろだとアピールすることができま

す。例えばことしでしたら７月１３日がひまわり祭りですので、７日から１８日ごろまで

とか、そういうふうにしてまんのう町をＰＲしてもらいたいと思います。 

 ３問目のプロジェクトチームのことなんですけれども、例えばチームをつくっていただ

いて、ひまわり牛の次の一手ということで、ひまわり豚とか、ひまわり鶏とか、ひまわり

うどんとか、イベントなどではひまわり牛のゆるキャラを考えるとか、元気満々まんのう

町を大いにアピールしてほしいと思いますということです。 

○関洋三議長  答弁、産業経済課長、久留嶋一之君。 

○久留嶋産業経済課長  それでは、白川正樹議員さんの御質問に対しまして答弁させて

いただきます。 

 先ほど、まず一つ目が、味はどうだったかという話でございますが、私もひまわり牛食

べておりまして、販売になってから毎週土曜日はひまわり牛の日やということで、家で決

めまして、一応、それこそ毎週おいしく食べさせていただいております。そういうことで、
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単価的にもオリーブ牛に比べまして安いということで、国産牛と比べますと高いと思いま

すけれども、そういうことで販売といいますか、消費拡大につながっていけばと思ってお

ります。 

 それから食べ物以外のものにつきましては、それこそ先ほどお話がありましたように、

協議会なり、ほかの帆山地区等と一緒に相談させていただいて、アピールできるようにし

ていきたいと思っております。 

 それから町長の答弁にもありましたように、地権者の御協力をいただきまして、役場の

出たところの四差路ですか、交差点のところにヒマワリが栽培されております。そういう

ことで、あそこもひまわりの里まんのうということで、またのぼりも立てていきたいとい

うふうに考えております。 

 それからプロジェクトということで、イベント等につきましては、その中でひまわり牛

を使った品物ということで、いろいろな各分野の各団体に御協力をお願いして、そういう

ところでひまわり牛のＰＲをさせていただきたいと思っております。 

 また、先ほど申されましたゆるキャラにつきましても、検討の中の一つとしてまた考え

ていきたいと思っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

○関洋三議長  再質問、６番、白川正樹君。 

○白川正樹議員  私はまだ１回しか食べたことがないんですけれども、課長はもう何遍

も食べたということなんで、それだけやっぱり力が入っているのかなと思います。 

 ひまわり牛を販売するためには、販売網を充実させることが大事だと思いますので、そ

れは今からの課題だろうと思います。 

 それと、販売網だけではいかんので、食べてもらうために、この間、６月１１日の四国

新聞のズームアップですけれども、生活習慣病の予防に効果があるとされるオレイン酸や、

抗酸化作用のあるビタミンＥを豊富に含み、肉質がやわらかいのが特徴だということを言

っておりますので、こういうことを十分ＰＲしていただいて、販売に力を注いでもらいた

いと思います。 

 ひまわり牛についてはこれで終わります。 

○関洋三議長  以上で、白川正樹君の１番目の質問を終わります。 

 続きまして、白川正樹君の２番目の質問を許可いたします。 

 白川正樹君。 

○白川正樹議員  それでは２番目の質問に移りたいと思います。 

 ふえ続ける竹林対策について質問をいたします。 

 仲南地区において特に対策が必要であると思います。孟宗竹は１００年前からこの地域

の重要な収入源でありました。生食用、缶詰用として活用してきましたが、近年、価格の

下落により生産意欲が薄れ、放置されたままになっています。その後、周りの畑や果樹園

に広がり、さらに周りの森林にまで拡大しています。このまま放置しておくわけにはいか

ないのではないでしょうか。 
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 今現在、まんのう町はふえ続ける竹林の対策を何かやっているでしょうか。竹炭、竹パ

ウダーなどで利用をされてはいますが、将来的な見通しはどうでしょうか。 

 次に、竹林は単なる厄介者ではなく、大変有能な資源であると考えます。樹木は２０年

もかかって成長するのに対して、竹はわずか二、三カ月で大きくなります。さらに毎年新

しく伸びてくるため、資源としては枯れることがありません。資源として竹をどう利用す

るかが問題であります。 

 国、県などでも拡大し続ける竹林をどうするか考えてはいますが、いまだによい答えが

出ていないと思います。 

 ほかに任せるのではなく、町独自に竹林活用対策プロジェクトを他の市町などに先駆け

て立ち上げてはどうでしょうか。 

 例えば食用とする場合、京都付近では栽培しているタケノコは１本が２，０００円ぐら

いのよい品がつくられています。まんのうブランドの中にもタケノコも入るような研究を

してはどうでしょうか。 

 そこで質問をいたします。 

 まんのう町がふえ続ける竹林対策を何か考えているでしょうか。竹林を資源として考え、

竹林活用対策プロジェクトのようなものを立ち上げてはどうでしょうかという２問です。

お願いいたします。 

○関洋三議長  答弁、町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  白川正樹議員の竹林の有効活用についての御質問にお答えいたします。 

 仲南地区におけるタケノコは品質もよく、農協、産直などに出荷されておりますが、一

方、放置竹林も多く見受けられます。 

 竹林対策として、県において里山再生、竹林資源活用推進事業に取り組み、竹林資源の

安定供給体制の整備による需要側と供給側のマッチングの推進や、竹林資源を活用した事

業化のための調査研究を進めております。 

 ２５年度には、新目地区において効率的搬出技術や高性能機械を導入したコスト縮減の

現地実証等も実施をいたしております。 

 また、今年度は西部森林組合、仲南町森林組合においてチッパーの導入、そして仲南町

森林組合では植繊機の導入を計画しており、竹パウダーの生産拡大も図られることと思い

ます。農作物の成長によいといわれる竹パウダーの利用促進も図っていかなければなりま

せん。 

 ほかにも町内では竹の特性を生かした有機肥料や、家畜の飼料などの生産も行われてお

りますが、放置竹林の解消にまでは至っておりません。 

 町といたしましては、ことしも県が取り組んでおる里山再生・竹林資源活用推進事業の

調査研究状況を踏まえ、県や森林組合と一緒になって竹林対応策を検討したいと考えてお

りますのでよろしくお願いいたします。 

○関洋三議長  再質問、６番、白川正樹君。 
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○白川正樹議員  竹やぶがどんどんふえてまいりまして、町のほうもいろいろ対策を考

えていることというのを、今、聞いたんですけれども、先ほども言ったように、京都では

タケノコが１本２，０００円ぐらいしておるということなんですけども、それはどうして

いるかといいますと、京タケノコは食用タケノコの代表品種である孟宗竹を用い、独特の

方法で栽培されています。京タケノコは白子タケノコと呼ばれ、色の白さと刺身ができる

ほどのやわらかさ、加えて独特の風味があることが特徴です。この独特な方法というのが

ちょっと問題ですけれども、高品質なタケノコを生産するために、冬場に粘土層のタケノ

コ畑一面にわらを敷き、その上に土を入れ、肥料をやると。この作業は１年間を通じて手

作業で行われます。重労働ですが、これが欠かせない作業であるということです。 

 このようにすれば、まんのう町でも高品質のタケノコができるかもしれませんが、先ほ

ども言ったように、やぶの管理が重労働のため、担い手がなくなる中、京都では生産農家

がグループをつくり頑張っているということなんですけれども、まんのう町でもこれをす

るためには、やっぱり生産農家のグループをつくるとか、京都と同じように孟宗竹があっ

て、やぶは粘土質でということなんで、条件はほとんど一緒だと思うんです。ということ

は、あと重労働の担い手だけなんですけれども、やっぱり農家１軒だけではなかなか無理

なことがあるだろうと思いますので、生産農家が京都のようにグループをつくり、こうい

うタケノコをもう一度、ｌ本２，０００円ぐらいするようなタケノコをつくってもらいた

いと思いますし、私としてもつくりたいと思います。そのために町のほうもバックアップ

とかそういうことを、何かいい方法があれば教えてもらいたいと思います。 

○関洋三議長  答弁、産業経済課長、久留嶋一之君。 

○久留嶋産業経済課長  白川正樹議員さんの御質問にお答えいたします。 

 京都のほうですばらしいタケノコができておるということでございまして、それについ

てはその栽培方法等についてお聞きしたわけですけれども、今現在、ＪＡに出荷されてお

る方が約８０名ほどおられるようでございます。それで過去に、昭和５５年当時には、５

００軒ぐらいの農家の方が栽培をされておったようになっております。そういうことで、

それこそ放置竹林といいますか、農家の方、担い手の方がいないということで縮小してき

ておる状態でございます。 

 また、今、申されましたように、生産農家の方が部会といいますか、そういうふうな組

織の中で取り組んでいただけるというようなことであれば、また農協のほうとも御相談し

て、一緒に検討していきたいというふうに思います。 

 農協のほうに出ておるのが８０軒ほど、また産直のほうにも２０軒ほどの方が、重なっ

ておるかもわかりませんけども、出荷をされておるようでございますので、そのあたり、

それこそ昔から十郷地区のタケノコについては有名でございますし、そのあたりも含めま

して相談していきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

○関洋三議長  再質問、６番、白川正樹君。 

○白川正樹議員  白いタケノコということなんで、これは僕が子供のときから有名なタ
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ケノコだったと思います。今は多分、さっきも言ったように、農家は１軒で自分ところの

やぶだけで生産していますけれども、だんだん重労働で手が少のうなったということで、

やっぱり農家が共同でそういうのをやってもらいたいと、先ほども言ったように思います

し、やっていかなければ、品質のよいタケノコはできないと思います。今もやぶは荒れ放

題ですので、今ならまだ間に合うかどうかと思うんですけれども、今すぐにでも農家がグ

ループをつくり、品質のよいタケノコができるような努力を農家の人にも啓蒙してもらい

たいと思います。以上です。 

○関洋三議長  以上で、６番、白川正樹君の発言は全て終わりました。 

 以上で、一般質問を全て終わります。 

 これをもちまして、本日の日程は全部終了しました。 

 なお、次回会議の再開は７月４日、午前９時３０分といたします。本議場に御参集願い

ます。 

 本日はこれで散会いたします。 

散会 午後２時５６分 
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